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「マーガレット募金」を以下のとおり実施させていただいております。
ご支援いただきました皆様に対し、心より御礼申し上げます。
今後ともご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　マーガレット募金委員会委員長　竹下　昌之

ご寄付のお願いとお申込方法について

募金内容

皆様からいただきましたご支援は、ご指定の使い道に従って有効に活用させていただいております。

マーガレット募金

お申込方法
（個人の場合）

❶ お振込（郵便局または銀行窓口）　　　❷ 郵送（現金書留）またはご持参　　　❸ 自動振替での継続
詳細につきましては、大学ホームページ（https://www.sagami-wu.ac.jp/）をご覧いただくか、下記事務局までお問い合せください。
●マーガレット募金　お問合せ先　学校法人相模女子大学 学園事務部　経理課
〒252-0383 神奈川県相模原市南区文京2-1-1　TEL:042-747-9558 FAX:042-749-6500　E-mail:bokin@mail2.sagami-wu.ac.jp
●その他奨学寄付金等のご寄付に関するお問合せ先
　相模女子大学・相模女子大学短期大学部　大学事務部　学術研究支援課 TEL:042-747-9570 FAX:042-743-4916

  令和 4 年 3 月末現在 令和 4 年 12 月末現在

マーガレット募金額 60,429,773 円 68,121,960 円

本学園の継続的な発展を目的とし、平成20年度に開設いたしました。
使途について、「学習活動支援」「キャンパス整備」「教育・研究活動支援」よりご支援先を指定いただくことができ、また、
「目的を指定しないご寄付」もお受けしております。
この中でも「学習活動支援」については、「大学・短期大学部」「中学部・高等部」「小学部」「幼稚部」と支援対象をより細かく
指定することができます。
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同窓会だより／マーガレット募金

同窓会
だより

N
e

w
s  

f r o m  c l a s s  r e u
n

i o
n

　相模女子大学を卒業後の昭和61年4月から、茨城県の教員として
勤務し、この3月に定年を迎えます。37年という教員生活も、今となっ
ては、短く感じられます。
　「中学校国語」で教員採用試験を受験したはずが、配属されたの
は、小学校でした。教育学部出身ではないので、勉強の毎日でした。先
輩方の教室を見て掲示物を作ったり、授業の進め方等、いろいろなこと
を教えていただいたりしながら、毎日をやっとの思いで、過ごしていまし
た。また、同時期に大学の通信課程で小学校教諭の免許を取得しまし
た。忙しくて無我夢中の毎日でしたが、それでも頑張れたのは、未熟な
私を「先生！」と呼んで慕ってくれる子ども達の笑顔のお陰です。
　毎日勉強の小学校勤務は、3年間だけで、平成元年から27年まで
は、中学校に勤務しました。30代前半までは、専門の国語だけではな
く、社会・音楽・家庭と、免許外の教科も担当しました。また、吹奏楽
部の顧問として、コンクールで指揮をするという経験もさせていただ
きました。「新しいことに挑戦して、学び続ける」ということを、実感
した時期です。同時に、この時期は、結婚・2人の息子の子育てと私生
活の面でも、忙しく過ごしていました。１日24時間では足りない位で、
１日30時間あればいいのに…、と思っていた時期です。慌ただしい毎
日を送っていましたが、不思議と仕事を辛いとかやめたいと思ったこ
とは、一度もありません。生徒と過ごす時間、生徒の向けてくれる笑
顔が、私の仕事の原動力となっていたと思います。「生涯一担任」と思

っていた時期です。
　そんな私が、お世話になっていた校長先生から、管理職を目指して
みないかというお言葉をいただきました。そして、平成28年からは、
小学校の管理職として勤務させていただいています。
　小学校の教頭・校長として勤務する7年間は、教諭時代とは違うも
のがありました。特に、校長となってからは、「子どもをかわいい」と
いう情熱だけでは、だめだということも感じました。学校経営を任さ
れる責任、子どもを育てるのと同時に、教職員をも育てていかなけれ
ばならないことも痛感しました。管理職として、判断を迫られる時は、
孤独だということも味わいました。特に、コロナ禍の現在は、学校行
事を始め、校長が判断しなければならないことがたくさんあります。
そんな時は教職員の声に耳を傾け、子ども達にとって、「今できる最善
なもの」を基準に考えるようにしています。
　還暦を迎えた今、学園で友達と共に過ごした日々が、懐かしく思い
出されます。ゼミで学んだこと、銀杏並木を歩いたこと、寮生活…。そ
の一つ一つが大切な思い出です。
 学園に在籍されている皆さんには、様々な可能性があります。素晴ら
しい未来があります。自信をもって、前へ突き進んでください。今、友達
と過ごす時間は、この後の人生の中で宝物となるはずです。また、今学
んでいることは、必ず社会に出て役立つはずです。学びを止めずに、学
園生活を謳歌してください。皆さんのご活躍をお祈りしています。

還暦を迎えて
蛯原啓子　茨城県公立小学校　校長

（昭和 61 年学芸学部国文学科卒）

令和4年度第3学期始業式 学校長式辞



【
中
学
部
・
高
等
部
】

中
学
部・高
等
部
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部

が
全
国
大
会
で
金
賞
受
賞

中
学
部
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
全
国
U
15

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
全
国
大
会

で
第
3
位
入
賞

　
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
が
、
12
月
10
日（
土
）に
開
催
さ
れ

た
第
50
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会
に
出
場
し
、
中
学

部
・
高
等
部
共
に
見
事
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
翌
12
月
11
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
日

本
選
手
権
に
お
い
て
も
、
中
学
校
の
部
で
見
事
優
勝
、
高
等
学

校
の
部
で
は
第
3
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
新
し
い
大
会
で
、
全
国
大
会
の

翌
日
と
い
う
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
し
た
が
、
大
き
な
フ
ロ
ア

で
演
技
で
き
る
こ
と
の
よ
ろ
こ
び

を
感
じ
ま
し
た
。

　
中
学
部
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

が
、
神
奈
川
県
代
表
と
し
て
、
1

月
4
日（
水
）か
ら
開
催
さ
れ
た

第
3
回
全
国
Ｕ
15
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会（
Jr.
ウ
ィ
ン
タ

ー
カ
ッ
プ
2
0
2
2
‐
2
0
2
3
）

に
出
場
、
こ
れ
ま
で
果
た
せ
な

か
っ
た
全
国
大
会
ベ
ス
ト
8
の

壁
を
打
ち
破
り
、
見
事
第
3
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
1
月
23
日（
月
）お
よ
び

26
日（
木
）に
輝
か
し
い
成
績
を

収
め
た
選
手
た
ち
が
、
風
間
理
事

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
風
間

理
事
長
か
ら
は
、
選
手
た
ち
の
活

躍
を
労
う
と
と
も
に
激
励
を
受

け
ま
し
た
。　
　
　
　   （
中
間
）

【
復
興
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
】

大
船
渡
市
市
政
施
行
70
周
年
記
念
式
典
に

参
加
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

　
10
月
13
日（
木
）に
岩
手
県
大
船
渡
市
で
行
わ
れ
た
大
船
渡
市

市
政
施
行
70
周
年
記
念
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

私
た
ち
復
興
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
が
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
大
船
渡
市
の
復
旧
復
興
に
貢
献

し
た
と
し
て
、
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
、
2
0
1
1
年
6
月
に
初
め
て
大
船
渡
市
で
の
炊

き
出
し
を
行
い
、
2
0
1
2
年
に
被
災
地
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
委
員
会（
後
に
復
興
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
に
名

称
変
更
）が
発
足
。
以
降
、
継
続
的
に
大
船
渡
市
の
復
興
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
式
典
で
は
、
10
年
続
い
て
き
た
こ
の
委
員
会
の
一
員
と

し
て
、
数
あ
る
団
体
の
中
か
ら
壇
上
で
感
謝
状
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
改
め
て
委
員
会
の
先
輩
方
の
偉
大
さ
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
現
在
も
復
興
支
援
を
続
け
て
い

る
こ
と
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
後
も
「
震
災

を
風
化
さ
せ
な
い
」「
大
船
渡
の
方
々

の
心
の
復
興
を
支
援
し
た
い
」
な
ど
と

い
っ
た
私
た
ち
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
想

い
を
繋
い
で
い
き
た
い
と
、
改
め
て
強

く
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
式
典
で
し
た
。

（
復
興
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
　
　

健
康
栄
養
学
科
４
年
・
河
合
由
菜
）
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は
部
門
が
2
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
5
種
類
の
踊
り
が
あ
り
ま

す
。
私
は
特
に
専
攻
は
決
め
て
お
ら
ず
、
10
種
類
の
ダ
ン
ス
を
踊

る
10
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
練
習
は
決

し
て
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
膝
や
腰
を
痛
め
た
り
、
足

の
爪
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
り
、
筋
や
筋
肉
が
固
ま
っ
て
し
ま
っ

た
り
と
体
の
故
障
は
日
常
茶
飯
事
で
す
。
ま
た
、
普
段
意
識
し
な

い
よ
う
な
筋
肉
の
動
か
し
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
感
覚

を
掴
む
た
め
に
レ
ッ
ス
ン
だ
け
で
は
追
い
つ
か
な
い
の
で
探
り
探

り
自
主
練
も
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
練
習
は
大
変
で
す
が
続
け

れ
ば
必
ず
成
果
が
実
り
ま
す
し
、
私
は
3
年
目
に
し
て
競
技
ダ

ン
サ
ー
憧
れ
の
大
会
、
三
笠
宮
杯
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

勉
強
と
ダ
ン
ス
の
両
立
が
正
直
大
変
だ
な
と
思
う
と
き
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
先
生
方
や
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
こ
こ
ま

で
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夢
、
目
標
を
諦
め
ず
に
こ
れ
か
ら

も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。
　（
高
等
部
1
年
・
松
岡
真
桜
子
）

【
高
等
部
】　
諦
め
ず
に
挑
み
続
け
る

　
競
技
ダ
ン
ス
、
社
交
ダ
ン
ス
と
聞
く
と
皆
さ
ん
は
ど
う
い
っ
た

も
の
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。
最
近
漫
画
、
テ
レ
ビ
、

T
ikT

ok

な
ど
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
ぐ
に
思
い
つ
く

方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
中
学
1
年
生
の
時
か
ら
競

技
ダ
ン
ス
と
い
う
も
の
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
競
技
ダ
ン
ス
に

【
高
等
部
】

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
で
世
界
選
手
権
に
出
場

　
11
月
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
行
わ
れ
た
イ

ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
の
世
界
選
手
権
（W

orld Skate Gam
es 

2022

）に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
私
が
取
り
組
ん
で
い
る
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
ラ
ロ
ー
ム
と
い
う

競
技
は
、
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
の
中
で
も
音
楽
に
合
わ
せ
て
コ

ー
ン
の
間
を
滑
っ
て
技
を
披
露
す
る
種
目
や
、
コ
ー
ン
を
片
足
で

通
り
抜
け
る
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
種
目
な
ど
、
全
6
種
目
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
今
回
私
は
4
種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
ラ
ロ
ー
ム
9
位
」「
ス
ピ
ー
ド
ス
ラ
ロ
ー
ム
10
位
」

「
バ
ト
ル
ス
ラ
ロ
ー
ム
9
位
」「
ペ
ア
ス
ラ
ロ
ー
ム
7
位
」
で
し
た
。

入
賞
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
前
回
の
世
界
選
手
権
の
結

果
を
遥
か
に
上
回
る
結
果
と
な
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
回
の
世
界
選
手
権
で
は
世
界
で
戦
う
自
信
が
付
き
ま
し
た
。

ま
た
、
沢
山
の
海
外
選
手
の
方
た
ち
と
交
流
で
き
た
こ
と
は
と

て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
会
に
出
場
す
る
に
あ

た
っ
て
皆
さ
ん
か
ら
沢
山
の
応
援
を
頂
け
た
こ
と
が
大
き
な
力

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
2
0
2
3
年
も
全
日
本
選
手
権
で
優
勝
し
、
世
界
選
手
権
で

良
い
結
果
を
出
せ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　  （
高
等
部
2
年
・
青
木
詩
乃
）

【
中
学
部
】　
詩
吟
と
祖
母
と
私

　
私
は
小
学
校
2
年
生
の
時
に
詩
吟
を
始
め
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
祖
母
が
詩
吟
を
習
っ
て
い
て
「
一
緒
に
や
っ
て
み

な
い
？
」
と
い
う
勧
め
が
あ
っ
た
の
と
、
私
が
他
の
人
と
は
少
し

違
う
習
い
事
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
し
た
。

　
最
初
の
頃
は
漢
詩
を
読
む
こ
と
も
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
も
で

き
ず
、上
手
に
吟
じ
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、継
続
し
て
練

習
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、昨
年
の
5
月
に
行
わ
れ
た
全
国
吟
詠
コ

ン
ク
ー
ル
東
京
都
大
会
で
は
2
位
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
詩
吟
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
学
校
の
学
習
で
役
に
立
つ
こ
と
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
国
語
の
授
業
で
習
う
、
平
家
物
語
の
一

節
「
祇
園
精
舎
」
や
歴
史
で
は
平
安
時
代
の
漢
詩
人
、
菅
原
道

真
な
ど
が
出
て
き
た
時
に
「
あ
！
詩
吟
で
習
っ
た
！
」
な
ど
と
思

い
な
が
ら
楽
し
く
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
私
の
今
後
の
目
標
は
2
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
1
つ
は
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会
ま
で
進

み
、
全
国
大
会
で
好
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
で
す
。

　
2
つ
目
は
詩
吟
を
人
に
教
え
ら
れ
る「
師
範
」の
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
で
す
。中
学
部
に「
詩
吟
部
」を
立
ち
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
！ 

（
中
学
部
１
年
・
池
田
桃
栞
）

を
櫻
井
さ
ん
は
自
ら
被
写
体
と
な
り
写
真
で
表
現
、
仲
尾
さ
ん

は
自
身
の
手
が
け
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
視
覚
伝
達（
表
現
）

を
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
公
共
広
告
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
　  （
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
堀
内
）

【
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
】

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
2
名
が
「
第

18
回
A
C
ジ
ャ
パ
ン
広
告
学
生
賞
」
に
お

い
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

　
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、全
国
の
美
術
大
学
や
一
般
大
学
か
ら
、

過
去
2
番
目
と
な
る
多
数
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
一
次
・
二
次
・
最
終
選
考
と
審
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
厳
正

な
選
考
の
結
果
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
4
年
生
の
櫻
井
三
慧
さ

ん
と
仲
尾
茉
希
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
昨
年
の
審
査
員
特

別
賞
と
優
秀
賞
の
受
賞
に
続
い
て
、
3
年
連
続
で
本
学
の
学
生

が
ダ
ブ
ル
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
A
C
ジ
ャ
パ
ン
広
告
学
生
賞
」
は
、
若
い
世
代
が
広
告

制
作
を
通
し
て
公
共
広
告
へ
の
理
解
を
深
め
、「
公
」
へ
の
意
識

を
育
む
こ
と
を
目
的
に
2
0
0
5
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
学

生
な
ら
で
は
の
視
点
や
発
想
が
選
考
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る

も
の
で
、
櫻
井
さ
ん
の
優
秀
賞
の
作
品
は
S
O
S
を
テ
ー
マ
に
加

害
者
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
、
第
三
者
に
危
険
を
知
ら
せ
る
方
法

「
シ
グ
ナ
ル
・
フ
ォ
ー
・
ヘ

ル
プ
（
助
け
を
求
め
る
ハ

ン
ド
サ
イ
ン
）」
を
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
制
作
さ

れ
ま
し
た
。
仲
尾
さ
ん

の
優
秀
賞
の
作
品
は

S
N
S
に
よ
る
不
用
意

な
投
稿
が
招
く
ト
ラ
ブ

ル
や
情
報
流
出
、
そ
の

リ
ス
ク
へ
の
注
意
喚
起

を
呼
び
か
け
る
と
い
う

テ
ー
マ
で
制
作
さ
れ
ま

し
た
。
伝
え
た
い
情
報 活

躍
す
る
学
生・生
徒
た
ち

特集1

〈特集1〉活躍する学生・生徒たち 〈特集1〉活躍する学生・生徒たち

B級戦ラテン優勝時

バルカーカップでの記念撮影

A級戦スタンダード試合中
（黄緑色のドレス）

祖母との吟詠

コンダクターと呼ばれる
電子邦楽器

【
幼
稚
部
】

「
令
和
４
年
度
か
な
が
わ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
優
良
企
業・団
体
」感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

　
1
月
6
日（
金
）、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
「
令
和
４
年

度
か
な
が
わ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
優
良
企
業
・
団
体
」
の
表
彰
式

が
藤
沢
市
に
あ
る
神
奈
川
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
県
立

高
等
学
校
等
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
に
多
大
な
る
貢
献

を
し
た
と
し
て
幼
稚
部
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
の
後
に

は
「
か
な
が
わ
キ
ャ
リ
ア
教
育
体
験
発
表
会
」
が
あ
り
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
使
っ
た
発
表
形
式
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
体
験
談
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　「
イ
メ
ー
ジ
と
実
際
の
違
い
に
早
く
気
付
け
た
。」「
数
日
と
い
う
短
い

期
間
で
も
学
び
を
得
ら
れ
た
。」と
言
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
、
実
体
験

を
通
し
て
職
業
理
解
を
深
め
、
就
職
の
選
択
や
適
性
を
見
極
め
る
機
会

に
繋
げ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シッ
プ
の
意
義
や
効
果
を
あ

ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
得
ら
れ
な
い
知
識
と
経
験
を
与
え
ら
れ
る
場
に
な
る
よ
う

受
け
入
れ
内
容
を
工
夫
し
、
ま
た
、
未
来
の
保
育
者
が
育
つ
き
っ
か
け

と
し
て
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　 （
渡
辺
）

体験発表を聞くことが出来ました

幼稚部が表彰されました

これからも地域貢献に努めます

クラシックスラローム

スピードスラローム

ペアスラローム 仲尾茉希さんの優秀賞作品 櫻井三慧さんの優秀賞作品

感謝状が贈呈される様子

中学部バスケットボール部 中学部バトントワーリング部 高等部バトントワーリング部



【
中
学
部
・
高
等
部
】

中
学
部・高
等
部
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部

が
全
国
大
会
で
金
賞
受
賞

中
学
部
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
全
国
U
15

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
全
国
大
会

で
第
3
位
入
賞

　
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
が
、
12
月
10
日（
土
）に
開
催
さ
れ

た
第
50
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会
に
出
場
し
、
中
学

部
・
高
等
部
共
に
見
事
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
翌
12
月
11
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
日

本
選
手
権
に
お
い
て
も
、
中
学
校
の
部
で
見
事
優
勝
、
高
等
学

校
の
部
で
は
第
3
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
新
し
い
大
会
で
、
全
国
大
会
の

翌
日
と
い
う
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
し
た
が
、
大
き
な
フ
ロ
ア

で
演
技
で
き
る
こ
と
の
よ
ろ
こ
び

を
感
じ
ま
し
た
。

　
中
学
部
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

が
、
神
奈
川
県
代
表
と
し
て
、
1

月
4
日（
水
）か
ら
開
催
さ
れ
た

第
3
回
全
国
Ｕ
15
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会（
Jr.
ウ
ィ
ン
タ

ー
カ
ッ
プ
2
0
2
2
‐
2
0
2
3
）

に
出
場
、
こ
れ
ま
で
果
た
せ
な

か
っ
た
全
国
大
会
ベ
ス
ト
8
の

壁
を
打
ち
破
り
、
見
事
第
3
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
1
月
23
日（
月
）お
よ
び

26
日（
木
）に
輝
か
し
い
成
績
を

収
め
た
選
手
た
ち
が
、
風
間
理
事

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
風
間

理
事
長
か
ら
は
、
選
手
た
ち
の
活

躍
を
労
う
と
と
も
に
激
励
を
受

け
ま
し
た
。　
　
　
　   （
中
間
）

【
復
興
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
】

大
船
渡
市
市
政
施
行
70
周
年
記
念
式
典
に

参
加
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

　
10
月
13
日（
木
）に
岩
手
県
大
船
渡
市
で
行
わ
れ
た
大
船
渡
市

市
政
施
行
70
周
年
記
念
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

私
た
ち
復
興
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
が
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
大
船
渡
市
の
復
旧
復
興
に
貢
献

し
た
と
し
て
、
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
、
2
0
1
1
年
6
月
に
初
め
て
大
船
渡
市
で
の
炊

き
出
し
を
行
い
、
2
0
1
2
年
に
被
災
地
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
委
員
会（
後
に
復
興
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
に
名

称
変
更
）が
発
足
。
以
降
、
継
続
的
に
大
船
渡
市
の
復
興
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
式
典
で
は
、
10
年
続
い
て
き
た
こ
の
委
員
会
の
一
員
と

し
て
、
数
あ
る
団
体
の
中
か
ら
壇
上
で
感
謝
状
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
改
め
て
委
員
会
の
先
輩
方
の
偉
大
さ
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
現
在
も
復
興
支
援
を
続
け
て
い

る
こ
と
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
後
も
「
震
災

を
風
化
さ
せ
な
い
」「
大
船
渡
の
方
々

の
心
の
復
興
を
支
援
し
た
い
」
な
ど
と

い
っ
た
私
た
ち
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
想

い
を
繋
い
で
い
き
た
い
と
、
改
め
て
強

く
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
式
典
で
し
た
。

（
復
興
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
　
　

健
康
栄
養
学
科
４
年
・
河
合
由
菜
）
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は
部
門
が
2
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
5
種
類
の
踊
り
が
あ
り
ま

す
。
私
は
特
に
専
攻
は
決
め
て
お
ら
ず
、
10
種
類
の
ダ
ン
ス
を
踊

る
10
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
練
習
は
決

し
て
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
膝
や
腰
を
痛
め
た
り
、
足

の
爪
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
り
、
筋
や
筋
肉
が
固
ま
っ
て
し
ま
っ

た
り
と
体
の
故
障
は
日
常
茶
飯
事
で
す
。
ま
た
、
普
段
意
識
し
な

い
よ
う
な
筋
肉
の
動
か
し
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
感
覚

を
掴
む
た
め
に
レ
ッ
ス
ン
だ
け
で
は
追
い
つ
か
な
い
の
で
探
り
探

り
自
主
練
も
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
練
習
は
大
変
で
す
が
続
け

れ
ば
必
ず
成
果
が
実
り
ま
す
し
、
私
は
3
年
目
に
し
て
競
技
ダ

ン
サ
ー
憧
れ
の
大
会
、
三
笠
宮
杯
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

勉
強
と
ダ
ン
ス
の
両
立
が
正
直
大
変
だ
な
と
思
う
と
き
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
先
生
方
や
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
こ
こ
ま

で
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夢
、
目
標
を
諦
め
ず
に
こ
れ
か
ら

も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。
　（
高
等
部
1
年
・
松
岡
真
桜
子
）

【
高
等
部
】　
諦
め
ず
に
挑
み
続
け
る

　
競
技
ダ
ン
ス
、
社
交
ダ
ン
ス
と
聞
く
と
皆
さ
ん
は
ど
う
い
っ
た

も
の
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。
最
近
漫
画
、
テ
レ
ビ
、

T
ikT

ok

な
ど
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
ぐ
に
思
い
つ
く

方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
中
学
1
年
生
の
時
か
ら
競

技
ダ
ン
ス
と
い
う
も
の
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
競
技
ダ
ン
ス
に

【
高
等
部
】

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
で
世
界
選
手
権
に
出
場

　
11
月
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
行
わ
れ
た
イ

ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
の
世
界
選
手
権
（W

orld Skate Gam
es 

2022

）に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
私
が
取
り
組
ん
で
い
る
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
ラ
ロ
ー
ム
と
い
う

競
技
は
、
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
の
中
で
も
音
楽
に
合
わ
せ
て
コ

ー
ン
の
間
を
滑
っ
て
技
を
披
露
す
る
種
目
や
、
コ
ー
ン
を
片
足
で

通
り
抜
け
る
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
種
目
な
ど
、
全
6
種
目
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
今
回
私
は
4
種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
ラ
ロ
ー
ム
9
位
」「
ス
ピ
ー
ド
ス
ラ
ロ
ー
ム
10
位
」

「
バ
ト
ル
ス
ラ
ロ
ー
ム
9
位
」「
ペ
ア
ス
ラ
ロ
ー
ム
7
位
」
で
し
た
。

入
賞
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
前
回
の
世
界
選
手
権
の
結

果
を
遥
か
に
上
回
る
結
果
と
な
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
回
の
世
界
選
手
権
で
は
世
界
で
戦
う
自
信
が
付
き
ま
し
た
。

ま
た
、
沢
山
の
海
外
選
手
の
方
た
ち
と
交
流
で
き
た
こ
と
は
と

て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
会
に
出
場
す
る
に
あ

た
っ
て
皆
さ
ん
か
ら
沢
山
の
応
援
を
頂
け
た
こ
と
が
大
き
な
力

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
2
0
2
3
年
も
全
日
本
選
手
権
で
優
勝
し
、
世
界
選
手
権
で

良
い
結
果
を
出
せ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　  （
高
等
部
2
年
・
青
木
詩
乃
）

【
中
学
部
】　
詩
吟
と
祖
母
と
私

　
私
は
小
学
校
2
年
生
の
時
に
詩
吟
を
始
め
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
祖
母
が
詩
吟
を
習
っ
て
い
て
「
一
緒
に
や
っ
て
み

な
い
？
」
と
い
う
勧
め
が
あ
っ
た
の
と
、
私
が
他
の
人
と
は
少
し

違
う
習
い
事
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
し
た
。

　
最
初
の
頃
は
漢
詩
を
読
む
こ
と
も
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
も
で

き
ず
、上
手
に
吟
じ
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、継
続
し
て
練

習
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、昨
年
の
5
月
に
行
わ
れ
た
全
国
吟
詠
コ

ン
ク
ー
ル
東
京
都
大
会
で
は
2
位
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
詩
吟
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
学
校
の
学
習
で
役
に
立
つ
こ
と
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
国
語
の
授
業
で
習
う
、
平
家
物
語
の
一

節
「
祇
園
精
舎
」
や
歴
史
で
は
平
安
時
代
の
漢
詩
人
、
菅
原
道

真
な
ど
が
出
て
き
た
時
に
「
あ
！
詩
吟
で
習
っ
た
！
」
な
ど
と
思

い
な
が
ら
楽
し
く
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
私
の
今
後
の
目
標
は
2
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
1
つ
は
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会
ま
で
進

み
、
全
国
大
会
で
好
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
で
す
。

　
2
つ
目
は
詩
吟
を
人
に
教
え
ら
れ
る「
師
範
」の
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
で
す
。中
学
部
に「
詩
吟
部
」を
立
ち
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
！ 

（
中
学
部
１
年
・
池
田
桃
栞
）

を
櫻
井
さ
ん
は
自
ら
被
写
体
と
な
り
写
真
で
表
現
、
仲
尾
さ
ん

は
自
身
の
手
が
け
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
視
覚
伝
達（
表
現
）

を
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
公
共
広
告
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
　  （
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
堀
内
）

【
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
】

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
2
名
が
「
第

18
回
A
C
ジ
ャ
パ
ン
広
告
学
生
賞
」
に
お

い
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

　
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、全
国
の
美
術
大
学
や
一
般
大
学
か
ら
、

過
去
2
番
目
と
な
る
多
数
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
一
次
・
二
次
・
最
終
選
考
と
審
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
厳
正

な
選
考
の
結
果
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
4
年
生
の
櫻
井
三
慧
さ

ん
と
仲
尾
茉
希
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
昨
年
の
審
査
員
特

別
賞
と
優
秀
賞
の
受
賞
に
続
い
て
、
3
年
連
続
で
本
学
の
学
生

が
ダ
ブ
ル
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
A
C
ジ
ャ
パ
ン
広
告
学
生
賞
」
は
、
若
い
世
代
が
広
告

制
作
を
通
し
て
公
共
広
告
へ
の
理
解
を
深
め
、「
公
」
へ
の
意
識

を
育
む
こ
と
を
目
的
に
2
0
0
5
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
学

生
な
ら
で
は
の
視
点
や
発
想
が
選
考
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る

も
の
で
、
櫻
井
さ
ん
の
優
秀
賞
の
作
品
は
S
O
S
を
テ
ー
マ
に
加

害
者
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
、
第
三
者
に
危
険
を
知
ら
せ
る
方
法

「
シ
グ
ナ
ル
・
フ
ォ
ー
・
ヘ

ル
プ
（
助
け
を
求
め
る
ハ

ン
ド
サ
イ
ン
）」
を
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
制
作
さ

れ
ま
し
た
。
仲
尾
さ
ん

の
優
秀
賞
の
作
品
は

S
N
S
に
よ
る
不
用
意

な
投
稿
が
招
く
ト
ラ
ブ

ル
や
情
報
流
出
、
そ
の

リ
ス
ク
へ
の
注
意
喚
起

を
呼
び
か
け
る
と
い
う

テ
ー
マ
で
制
作
さ
れ
ま

し
た
。
伝
え
た
い
情
報 活

躍
す
る
学
生・生
徒
た
ち

特集1

〈特集1〉活躍する学生・生徒たち 〈特集1〉活躍する学生・生徒たち

B級戦ラテン優勝時

バルカーカップでの記念撮影

A級戦スタンダード試合中
（黄緑色のドレス）

祖母との吟詠

コンダクターと呼ばれる
電子邦楽器

【
幼
稚
部
】

「
令
和
４
年
度
か
な
が
わ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
優
良
企
業・団
体
」感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

　
1
月
6
日（
金
）、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
「
令
和
４
年

度
か
な
が
わ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
優
良
企
業
・
団
体
」
の
表
彰
式

が
藤
沢
市
に
あ
る
神
奈
川
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
県
立

高
等
学
校
等
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
に
多
大
な
る
貢
献

を
し
た
と
し
て
幼
稚
部
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
の
後
に

は
「
か
な
が
わ
キ
ャ
リ
ア
教
育
体
験
発
表
会
」
が
あ
り
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
使
っ
た
発
表
形
式
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
体
験
談
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　「
イ
メ
ー
ジ
と
実
際
の
違
い
に
早
く
気
付
け
た
。」「
数
日
と
い
う
短
い

期
間
で
も
学
び
を
得
ら
れ
た
。」と
言
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
、
実
体
験

を
通
し
て
職
業
理
解
を
深
め
、
就
職
の
選
択
や
適
性
を
見
極
め
る
機
会

に
繋
げ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シッ
プ
の
意
義
や
効
果
を
あ

ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
得
ら
れ
な
い
知
識
と
経
験
を
与
え
ら
れ
る
場
に
な
る
よ
う

受
け
入
れ
内
容
を
工
夫
し
、
ま
た
、
未
来
の
保
育
者
が
育
つ
き
っ
か
け

と
し
て
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　 （
渡
辺
）

体験発表を聞くことが出来ました

幼稚部が表彰されました

これからも地域貢献に努めます

クラシックスラローム

スピードスラローム

ペアスラローム 仲尾茉希さんの優秀賞作品 櫻井三慧さんの優秀賞作品

感謝状が贈呈される様子

中学部バスケットボール部 中学部バトントワーリング部 高等部バトントワーリング部
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飛行機の中を想定して、英語を使う

英語を使って注文をする子どもたち

●
５
月
17
日（
火
）

第
1
回
テ
ー
マ
：
子
ど
も
の
日
を
楽
し
も
う
！

　「
鯉
の
ぼ
り
オ
ム
ラ
イ
ス
」や
春
キ
ャ
ベ
ツ
の

「
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
」、新
じ
ゃ
が
の「
枝
豆
の
ポ

テ
ト
サ
ラ
ダ
」な
ど
学
生
た
ち
が
考
案
し
た
メ
ニ

ュ
ー
は
子
ど
も
達
に
人
気
で
し
た
。

　デ
ザ
ー
ト
の「
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
」は
、牛
乳
寒

天
を
入
れ
て
華
や
か
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。調

理
の
コ
ツ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
実
演
か
ら

学
び
、学
生
た
ち
は
と
て
も
充
実
し
た
活
動
が
で

き
ま
し
た
。

　ま
た
、「
子
ど
も
の
日
」に
ち
な
ん
で
、メ
ッ
セ

ー
ジ
入
り
の
お
菓
子
を
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

　ゼミナールで子ども食堂を初めて運営し、参
加してくれた親子から「おいしかった」という
声を直接聞けて、みなが楽しく食べてくれるこ
との喜びを学びました。献立づくりは、子ども
たちの気持ちになって考えることが大切だと
気づきました。特に子どもたちに野菜を食べて
もらう工夫は大変でしたが、みなで話し合いを
して共有することが大切だとわかりました。

 
小
学
部
の
取
り
組
み
充
実
し
た
英
語
教
育
を
目
指
し
て

  

短
期
大
学
部 

食
物
栄
養
学
科 

栄
養
指
導
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

 

2022 年度 

ぴ
よ
に
わ
子
ど
も
食
堂
活
動
報
告

特集2特集3
〈特集 2〉充実した英語教育を目指して

　
栄
養
士
を
め
ざ
す
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
の
栄
養
指

導
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
履
修
学
生
た
ち
が
、
定
期
的
に
ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ

ザ
さ
が
み
は
ら
に
て
、
S
D
G
s 

の
「
す
べ
て
の
人
に
健
康

と
福
祉
を
」・「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
を
目
標
に
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体 「
で
あ
い
の
和
」 

と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
「
ぴ
よ
に
わ
子
ど
も

食
堂
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
相
模
原
市
様
か
ら
相
模
原
市
産
の
旬
の
野
菜
を
配
送

支
援
い
た
だ
き
、
食
育
と
し
て
地
産
地
消
の
食
材
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　「
ぴ
よ
に
わ
」と
は
、ヒ
ヨ
コ（
子
ど
も
た
ち
）の
ぴ
よ
ぴ
よ
と
、

ニ
ワ
ト
リ（
お
と
な
た
ち
）が
家
の
庭
で
楽
し
く
集
う
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
学
生
た
ち
が
名
付
け
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
、
料
理
の
提
供
の
他
に
、
参
加
者
の
方
々
に
食

事
の
感
想
を
聞
い
た
り
、
子
ど
も
た
ち
に
食
育
ク
イ
ズ
を
出

し
た
り
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
な
ど

し
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
夕
食
の
ひ
と
と
き
を
一
緒
に
楽
し
く

過
ご
せ
る
ス
テ
キ
な
食
堂
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

小
学
部
4
年
生
、東
京
英
語
村

（Tokyo G
lobal G

atew
ay

）へ

　
1
月
10
日（
火
）、
小
学
部
4
年
生
72
人
は
、
東
京
英
語
村

（Tokyo Global Gatew
ay

）に
て
、
英
語
の
校
外
学
習
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
、
子
供
た
ち
の
元
気
な

英
語
の
挨
拶
が
飛
び
交
い
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト（
外
国
人
講
師
）と

は
1
年
生
に
よ
る
詩
「Brow

n 
Bear

」
の
群
読
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。上
級
生
も
1
年
生
の
時
に
音

読
し
た
詩
で
懐
か
し
く
聴
い
て
い

ま
し
た
。前
半
のPerform

ance 
T

im
e

で
は
、
各
学
年
の
希
望
者

の
児
童
が
学
習
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。2
年
生
は
、テ
キ
ス
ト

で
学
ん
だ
セ
ン
テ
ン
ス
を
組
み
合

わ
せ
て
作
っ
た
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス

キ
ッ
ト
」を
、3
年
生
は
、
国
語
で

学
習
し
た
「
ス
イ
ミ
ー
」の
お
話
の
お
気
に
入
り
の
場
面
の
朗
読

と
紹
介
を
、
4
年
生
は
、
社
会
で
学
習
し
た
都
道
府
県
紹
介
を
、

5
年
生
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
で
挑
戦
し
た
「Pepper 

Project
」の
発
表
を
、
そ
し
て
6
年
生
は「M

y D
ream

」自
分
の

将
来
の
夢
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。「
皆
、生
き
生
き
と
し

たPerform
ance

を
披
露
し
て
、
大
き
な
拍
手
を
も
ら
い
ま
し

た
。後
半
のEnjoy T

im
e

で
は
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
リ
ー
ダ
ー

の
児
童
の
企
画
進
行
に
よ
る
ク
イ
ズ
や
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
を
楽

し
み
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
小
勝
）

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
て
笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ツ
ア
ー
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　
い
つ
も
の
日
常
か
ら
離
れ
、
海
外
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ

た
街
並
み
で
初
体
験
の
環
境
の
な
か
、
思
い
切
り
授
業
で
習
得

し
た
表
現
を
使
っ
て
、
色
々
な
国
籍
の
講
師
の
先
生
と
グ
ル
ー

プ
活
動
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
で
は
、
本
物
の
A
N
A
の
シ
ー
ト

に
座
り
、新
聞
や
ド
リ
ン
ク
を
注
文
。ア
ク
テ
ィ
ブ
イ
マ
ー
ジ
ョ

ン
エ
リ
ア
で
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
を
創
作
し
た
り
、コ
マ
送

り
動
画
を
作
っ
た
り
、
普
段
体
験
で
き
な
い
活
動
を
英
語
と
い

う
ツ
ー
ル
を
用
い
て
一
人
一
人
が
堪
能
し
ま
し
た
。

　
将
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し

て
、
4
年
生
は「
英
語
で
自
分
を
表
現
で
き
る
子
に
」と
い
う
目

標
を
掲
げ
、こ
の
貴
重
な
体
験
を
宝
物
に
、3
学
期
を
迎
え
ま
し

た
。可
能
性
の
塊
で
あ
る
子
供
た
ち
が
、生
活
習
慣
・
文
化
・
価

値
観
な
ど
の
多
様
性
や
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
、
世
界
を
飛
び

回
り
活
躍
し
て
く
れ
る
10
年
後
を
、
私
た
ち
教
員
は
心
か
ら
待

ち
遠
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
吉
田
）

English P
erform

ance

　

Festival

　
小
学
部
で
は
、
12
月
22
日（
木
）に
全
校
に
よ
る
「English 

Perform
ance Festival

」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
度
は
、
相

模
女
子
大
学
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
が
改
修
工
事
中
と
い
う
こ
と

で
、本
学
3
号
館
314
教
室
で
、ま
た
感
染
対
策
を
講
じ
て
、1
組

2
組
3
組
の
た
て
わ
り
6
学
年
で
3
部
に
分
け
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　「Festival

＝
み
ん
な
で
楽
し
む
お
祭
り
」
で
す
。2
年
生
か
ら

6
年
生
は
、
11
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
英
語
の
授
業
で
「English 

Perform
ance Festival

」と
し
て
保
護
者
の
方
を
お
招
き
し
て

全
員
が
英
語
で
発
表
を
し
ま
し
た
。こ
の
日
の
全
校Festival

司会進行を進めるイングリッシュ・リーダー

〈特集 3〉ぴよにわ子ども食堂活動報告

春学期のゼミナール集合写真

薄焼き卵のコツを学ぶ学生たち カワイイ「鯉のぼりオムライス」

プレゼンテーションも工夫する子どもたち

●
6
月
14
日（
火
）

第
2
回
テ
ー
マ
：
野
菜
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
よ
う

　緑
色
が
鮮
や
か
な「
え
だ
ま
め
ご
は
ん
」、ホ

ク
ホ
ク
の
じ
ゃ
が
い
も
と
人
参
の「
肉
じ
ゃ
が
」、

ポ
ン
酢
の
酸
味
が
さ
わ
や
か
な「
な
す
の
あ
げ
び

た
し
」、手
ま
り
形
の
お
麩
が
可
愛
い「
す
ま
し

汁
」、そ
し
て
季
節
の
花
に
ち
な
ん
だ「
あ
じ
さ

い
ゼ
リ
ー
」を
提
供
し
ま
し
た
。

　調
理
中
、様
々
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
あ
り
ま
し
た

が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
教
え
て
い
た
だ
き
、

学
生
た
ち
は
充
実
し
た
学
び
が
で
き
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
子
ど
も
用
の
1/2
食
だ
っ
た
幼
児
の

お
母
さ
ま
か
ら
は
、「
今
回
は
大
人
並
み
に
1
食

を
初
め
て
食
べ
ら
れ
ま
し
た
」と
い
う
嬉
し
い
お

知
ら
せ
を
い
た
だ
き
、学
生
た
ち
は
と
て
も
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

参加希望が多く抽選になりました 梅雨の季節のさわやかメニュー

●
7
月
19
日（
火
）

第
3
回
テ
ー
マ
：
七
夕
メ
ニュ
ー
・
夏
野
菜
を
お
い
し
く
食
べ
よ
う
！

　野
菜
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
入
っ
た「
七
夕
カ
レ
ー
」は
、チ
ー

ズ
を
星
形
に
く
り
抜
い
て
可
愛
く
盛
り
つ
け
ま
し
た
。

さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
つ
け
の「
春
雨
サ
ラ
ダ
」や「
フ
ル
ー

ツ
ヨ
ー
グ
ル
ト
」も
提
供
し
ま
し
た
。調
理
作
業
で
は
野

菜
を
た
く
さ
ん
切
り
ま
し
た
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
ご
指
導
い
た
だ
き
、学
生
た
ち
は
手
際
よ
く
作
業
を

進
め
て
い
ま
し
た
。

　野
菜
が
苦
手
な
子
ど
も
た
ち
で
も
、大
好
物
の
カ

レ
ー
な
の
で
残
す
こ
と
な
く
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。な

す
を
口
に
入
れ
て
噛
み
し
め
て
い
る
子
ど
も
が
い
ま
し

た
。お
母
さ
ん
が「
家
で
は
本
当
に
野
菜
を
食
べ
な
い
の

に
、こ
こ
で
は
食
べ
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
」と
嬉
し
そ
う

に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「若い人と活動できて楽しいわ」夏野菜たっぷりの「七夕カレー」

●
10
月
28
日（
金
）

第
4
回
テ
ー
マ
：
今
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
ぴ
よ
に
わ
子
ど
も
食
堂
で
！

　相
模
原
市
産
の
甘
い
ニ
ン
ジ
ン
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た

『
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
』や『
に
ん
じ
ん
ツ
ナ
サ
ラ
ダ
』は

子
供
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。バ
タ
ー
が
香
る『
コ
ー

ン
ご
飯
』、エ
ス
ニ
ッ
ク
な
味
が
自
慢
の『
と
り
肉
の
カ

レ
ー
フ
ラ
イ
』は
、「
食
べ
や
す
い
料
理
で
、子
ど
も
が

残
さ
ず
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
」と
お
母
さ
ん
か
ら
嬉

し
い
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。『
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
か
ぼ
ち
ゃ

ク
ッ
キ
ー
』は
柔
ら
か
く
仕
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ら
し
い
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
で
き
ま
し

た
。ま
た
、学
生
た
ち
は
ネ
コ
の
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
を
つ
け

て
仮
装
し
、子
ど
も
た
ち
に
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。「
ネ
コ
か
ら
お
菓
子
を
も
ら
っ
た
！
」と
笑
顔

で
喜
ぶ
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

初参加の親子もいらっしゃいました ハロウィンにちなんだ洋食メニュー「野菜を切る速さは負けないわよ」 秋が旬の食材たっぷりのメニュー

●
11
月
25
日（
金
）

第
5
回
テ
ー
マ
：
秋
の
旬
の
食
材
を
楽
し
も
う
！

　「
ご
飯
」「
豚
汁
」「
鮭
の
ホ
イ
ル
焼
き
」「
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
和
え
物
」「
り
ん
ご
の
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
」

を
提
供
し
ま
し
た
。鮭
の
ホ
イ
ル
焼
き
は
ア
ル
ミ
ホ
イ

ル
で
包
む
作
業
が
大
変
で
し
た
が
、地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
手
際
の
良
さ
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
塩
こ
ぶ
の
和
え
物
は
、子
ど
も

た
ち
も
食
べ
や
す
か
っ
た
よ
う
で
、「
塩
こ
ぶ
は
意
外

な
組
合
せ
で
お
い
し
い
で
す
」と
お
母
さ
ん
方
に
も

好
評
で
し
た
。子
ど
も
た
ち
に
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ

て
も
ら
い
た
い
の
で
、豚
汁
は
驚
く
ほ
ど
具
だ
く
さ
ん

で
し
た
が
残
さ
ず
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。学
生
が
試

作
を
繰
り
返
し
た
り
ん
ご
の
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
も

人
気
で
し
た
。

小
学
部
で
は
、「
英
語
を
使
っ
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
子
、生
き
生
き
と
表
現
で
き
る
子
」を
目
指
し
て
英
語
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
二
つ
の
活
動
は
、そ
の
中
で
も
子
ど
も
た
ち
の
学
習
成
果
を
発
揮
す
る
場
と
し
て
計
画
さ
れ
た
活
動
で
す
。
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飛行機の中を想定して、英語を使う

英語を使って注文をする子どもたち

●
５
月
17
日（
火
）

第
1
回
テ
ー
マ
：
子
ど
も
の
日
を
楽
し
も
う
！

　「
鯉
の
ぼ
り
オ
ム
ラ
イ
ス
」や
春
キ
ャ
ベ
ツ
の

「
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
」、新
じ
ゃ
が
の「
枝
豆
の
ポ

テ
ト
サ
ラ
ダ
」な
ど
学
生
た
ち
が
考
案
し
た
メ
ニ

ュ
ー
は
子
ど
も
達
に
人
気
で
し
た
。

　デ
ザ
ー
ト
の「
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
」は
、牛
乳
寒

天
を
入
れ
て
華
や
か
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。調

理
の
コ
ツ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
実
演
か
ら

学
び
、学
生
た
ち
は
と
て
も
充
実
し
た
活
動
が
で

き
ま
し
た
。

　ま
た
、「
子
ど
も
の
日
」に
ち
な
ん
で
、メ
ッ
セ

ー
ジ
入
り
の
お
菓
子
を
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

　ゼミナールで子ども食堂を初めて運営し、参
加してくれた親子から「おいしかった」という
声を直接聞けて、みなが楽しく食べてくれるこ
との喜びを学びました。献立づくりは、子ども
たちの気持ちになって考えることが大切だと
気づきました。特に子どもたちに野菜を食べて
もらう工夫は大変でしたが、みなで話し合いを
して共有することが大切だとわかりました。

 

小
学
部
の
取
り
組
み
充
実
し
た
英
語
教
育
を
目
指
し
て

  
短
期
大
学
部 

食
物
栄
養
学
科 

栄
養
指
導
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

 
2022 年度 
ぴ
よ
に
わ
子
ど
も
食
堂
活
動
報
告

特集2特集3
〈特集 2〉充実した英語教育を目指して

　
栄
養
士
を
め
ざ
す
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
の
栄
養
指

導
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
履
修
学
生
た
ち
が
、
定
期
的
に
ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ

ザ
さ
が
み
は
ら
に
て
、
S
D
G
s 

の
「
す
べ
て
の
人
に
健
康

と
福
祉
を
」・「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
を
目
標
に
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体 「
で
あ
い
の
和
」 

と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
「
ぴ
よ
に
わ
子
ど
も

食
堂
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
相
模
原
市
様
か
ら
相
模
原
市
産
の
旬
の
野
菜
を
配
送

支
援
い
た
だ
き
、
食
育
と
し
て
地
産
地
消
の
食
材
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　「
ぴ
よ
に
わ
」と
は
、ヒ
ヨ
コ（
子
ど
も
た
ち
）の
ぴ
よ
ぴ
よ
と
、

ニ
ワ
ト
リ（
お
と
な
た
ち
）が
家
の
庭
で
楽
し
く
集
う
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
学
生
た
ち
が
名
付
け
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
、
料
理
の
提
供
の
他
に
、
参
加
者
の
方
々
に
食

事
の
感
想
を
聞
い
た
り
、
子
ど
も
た
ち
に
食
育
ク
イ
ズ
を
出

し
た
り
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
な
ど

し
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
夕
食
の
ひ
と
と
き
を
一
緒
に
楽
し
く

過
ご
せ
る
ス
テ
キ
な
食
堂
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

小
学
部
4
年
生
、東
京
英
語
村

（Tokyo G
lobal G

atew
ay

）へ

　
1
月
10
日（
火
）、
小
学
部
4
年
生
72
人
は
、
東
京
英
語
村

（Tokyo Global Gatew
ay

）に
て
、
英
語
の
校
外
学
習
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
、
子
供
た
ち
の
元
気
な

英
語
の
挨
拶
が
飛
び
交
い
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト（
外
国
人
講
師
）と

は
1
年
生
に
よ
る
詩
「Brow

n 
Bear

」
の
群
読
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。上
級
生
も
1
年
生
の
時
に
音

読
し
た
詩
で
懐
か
し
く
聴
い
て
い

ま
し
た
。前
半
のPerform

ance 
T

im
e

で
は
、
各
学
年
の
希
望
者

の
児
童
が
学
習
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。2
年
生
は
、テ
キ
ス
ト

で
学
ん
だ
セ
ン
テ
ン
ス
を
組
み
合

わ
せ
て
作
っ
た
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス

キ
ッ
ト
」を
、3
年
生
は
、
国
語
で

学
習
し
た
「
ス
イ
ミ
ー
」の
お
話
の
お
気
に
入
り
の
場
面
の
朗
読

と
紹
介
を
、
4
年
生
は
、
社
会
で
学
習
し
た
都
道
府
県
紹
介
を
、

5
年
生
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
で
挑
戦
し
た
「Pepper 

Project

」の
発
表
を
、
そ
し
て
6
年
生
は「M

y D
ream

」自
分
の

将
来
の
夢
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。「
皆
、生
き
生
き
と
し

たPerform
ance

を
披
露
し
て
、
大
き
な
拍
手
を
も
ら
い
ま
し

た
。後
半
のEnjoy T

im
e

で
は
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
リ
ー
ダ
ー

の
児
童
の
企
画
進
行
に
よ
る
ク
イ
ズ
や
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
を
楽

し
み
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
小
勝
）

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
て
笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ツ
ア
ー
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　
い
つ
も
の
日
常
か
ら
離
れ
、
海
外
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ

た
街
並
み
で
初
体
験
の
環
境
の
な
か
、
思
い
切
り
授
業
で
習
得

し
た
表
現
を
使
っ
て
、
色
々
な
国
籍
の
講
師
の
先
生
と
グ
ル
ー

プ
活
動
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
で
は
、
本
物
の
A
N
A
の
シ
ー
ト

に
座
り
、新
聞
や
ド
リ
ン
ク
を
注
文
。ア
ク
テ
ィ
ブ
イ
マ
ー
ジ
ョ

ン
エ
リ
ア
で
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
を
創
作
し
た
り
、コ
マ
送

り
動
画
を
作
っ
た
り
、
普
段
体
験
で
き
な
い
活
動
を
英
語
と
い

う
ツ
ー
ル
を
用
い
て
一
人
一
人
が
堪
能
し
ま
し
た
。

　
将
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し

て
、
4
年
生
は「
英
語
で
自
分
を
表
現
で
き
る
子
に
」と
い
う
目

標
を
掲
げ
、こ
の
貴
重
な
体
験
を
宝
物
に
、3
学
期
を
迎
え
ま
し

た
。可
能
性
の
塊
で
あ
る
子
供
た
ち
が
、生
活
習
慣
・
文
化
・
価

値
観
な
ど
の
多
様
性
や
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
、
世
界
を
飛
び

回
り
活
躍
し
て
く
れ
る
10
年
後
を
、
私
た
ち
教
員
は
心
か
ら
待

ち
遠
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
吉
田
）

English P
erform

ance

　

Festival

　
小
学
部
で
は
、
12
月
22
日（
木
）に
全
校
に
よ
る
「English 

Perform
ance Festival

」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
度
は
、
相

模
女
子
大
学
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
が
改
修
工
事
中
と
い
う
こ
と

で
、本
学
3
号
館
314
教
室
で
、ま
た
感
染
対
策
を
講
じ
て
、1
組

2
組
3
組
の
た
て
わ
り
6
学
年
で
3
部
に
分
け
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　「Festival

＝
み
ん
な
で
楽
し
む
お
祭
り
」
で
す
。2
年
生
か
ら

6
年
生
は
、
11
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
英
語
の
授
業
で
「English 

Perform
ance Festival

」と
し
て
保
護
者
の
方
を
お
招
き
し
て

全
員
が
英
語
で
発
表
を
し
ま
し
た
。こ
の
日
の
全
校Festival

司会進行を進めるイングリッシュ・リーダー

〈特集 3〉ぴよにわ子ども食堂活動報告

春学期のゼミナール集合写真

薄焼き卵のコツを学ぶ学生たち カワイイ「鯉のぼりオムライス」

プレゼンテーションも工夫する子どもたち

●
6
月
14
日（
火
）

第
2
回
テ
ー
マ
：
野
菜
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
よ
う

　緑
色
が
鮮
や
か
な「
え
だ
ま
め
ご
は
ん
」、ホ

ク
ホ
ク
の
じ
ゃ
が
い
も
と
人
参
の「
肉
じ
ゃ
が
」、

ポ
ン
酢
の
酸
味
が
さ
わ
や
か
な「
な
す
の
あ
げ
び

た
し
」、手
ま
り
形
の
お
麩
が
可
愛
い「
す
ま
し

汁
」、そ
し
て
季
節
の
花
に
ち
な
ん
だ「
あ
じ
さ

い
ゼ
リ
ー
」を
提
供
し
ま
し
た
。

　調
理
中
、様
々
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
あ
り
ま
し
た

が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
教
え
て
い
た
だ
き
、

学
生
た
ち
は
充
実
し
た
学
び
が
で
き
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
子
ど
も
用
の
1/2
食
だ
っ
た
幼
児
の

お
母
さ
ま
か
ら
は
、「
今
回
は
大
人
並
み
に
1
食

を
初
め
て
食
べ
ら
れ
ま
し
た
」と
い
う
嬉
し
い
お

知
ら
せ
を
い
た
だ
き
、学
生
た
ち
は
と
て
も
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

参加希望が多く抽選になりました 梅雨の季節のさわやかメニュー

●
7
月
19
日（
火
）

第
3
回
テ
ー
マ
：
七
夕
メ
ニュ
ー
・
夏
野
菜
を
お
い
し
く
食
べ
よ
う
！

　野
菜
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
入
っ
た「
七
夕
カ
レ
ー
」は
、チ
ー

ズ
を
星
形
に
く
り
抜
い
て
可
愛
く
盛
り
つ
け
ま
し
た
。

さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
つ
け
の「
春
雨
サ
ラ
ダ
」や「
フ
ル
ー

ツ
ヨ
ー
グ
ル
ト
」も
提
供
し
ま
し
た
。調
理
作
業
で
は
野

菜
を
た
く
さ
ん
切
り
ま
し
た
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
ご
指
導
い
た
だ
き
、学
生
た
ち
は
手
際
よ
く
作
業
を

進
め
て
い
ま
し
た
。

　野
菜
が
苦
手
な
子
ど
も
た
ち
で
も
、大
好
物
の
カ

レ
ー
な
の
で
残
す
こ
と
な
く
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。な

す
を
口
に
入
れ
て
噛
み
し
め
て
い
る
子
ど
も
が
い
ま
し

た
。お
母
さ
ん
が「
家
で
は
本
当
に
野
菜
を
食
べ
な
い
の

に
、こ
こ
で
は
食
べ
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
」と
嬉
し
そ
う

に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「若い人と活動できて楽しいわ」夏野菜たっぷりの「七夕カレー」

●
10
月
28
日（
金
）

第
4
回
テ
ー
マ
：
今
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
ぴ
よ
に
わ
子
ど
も
食
堂
で
！

　相
模
原
市
産
の
甘
い
ニ
ン
ジ
ン
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た

『
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
』や『
に
ん
じ
ん
ツ
ナ
サ
ラ
ダ
』は

子
供
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。バ
タ
ー
が
香
る『
コ
ー

ン
ご
飯
』、エ
ス
ニ
ッ
ク
な
味
が
自
慢
の『
と
り
肉
の
カ

レ
ー
フ
ラ
イ
』は
、「
食
べ
や
す
い
料
理
で
、子
ど
も
が

残
さ
ず
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
」と
お
母
さ
ん
か
ら
嬉

し
い
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。『
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
か
ぼ
ち
ゃ

ク
ッ
キ
ー
』は
柔
ら
か
く
仕
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ら
し
い
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
で
き
ま
し

た
。ま
た
、学
生
た
ち
は
ネ
コ
の
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
を
つ
け

て
仮
装
し
、子
ど
も
た
ち
に
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。「
ネ
コ
か
ら
お
菓
子
を
も
ら
っ
た
！
」と
笑
顔

で
喜
ぶ
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

初参加の親子もいらっしゃいました ハロウィンにちなんだ洋食メニュー「野菜を切る速さは負けないわよ」 秋が旬の食材たっぷりのメニュー

●
11
月
25
日（
金
）

第
5
回
テ
ー
マ
：
秋
の
旬
の
食
材
を
楽
し
も
う
！

　「
ご
飯
」「
豚
汁
」「
鮭
の
ホ
イ
ル
焼
き
」「
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
和
え
物
」「
り
ん
ご
の
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
」

を
提
供
し
ま
し
た
。鮭
の
ホ
イ
ル
焼
き
は
ア
ル
ミ
ホ
イ

ル
で
包
む
作
業
が
大
変
で
し
た
が
、地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
手
際
の
良
さ
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
塩
こ
ぶ
の
和
え
物
は
、子
ど
も

た
ち
も
食
べ
や
す
か
っ
た
よ
う
で
、「
塩
こ
ぶ
は
意
外

な
組
合
せ
で
お
い
し
い
で
す
」と
お
母
さ
ん
方
に
も

好
評
で
し
た
。子
ど
も
た
ち
に
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ

て
も
ら
い
た
い
の
で
、豚
汁
は
驚
く
ほ
ど
具
だ
く
さ
ん

で
し
た
が
残
さ
ず
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。学
生
が
試

作
を
繰
り
返
し
た
り
ん
ご
の
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
も

人
気
で
し
た
。

小
学
部
で
は
、「
英
語
を
使
っ
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
子
、生
き
生
き
と
表
現
で
き
る
子
」を
目
指
し
て
英
語
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
二
つ
の
活
動
は
、そ
の
中
で
も
子
ど
も
た
ち
の
学
習
成
果
を
発
揮
す
る
場
と
し
て
計
画
さ
れ
た
活
動
で
す
。
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脱穀を行う様子

放射能検査体制について学ぶ様子

【
体
験
活
動
】

福
島
県
本
宮
市
に
て

稲
刈
り
作
業
を
し
ま
し
た

　
10
月
8
日（
土
）、10
月
9
日（
日
）に
福
島
県

本
宮
市
を
訪
問
し
、学
内
公
募
で
集
ま
っ
た
学
生

7
名
が
稲
刈
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。初
日
は

本
宮
市
役
所
内
で「
放
射
能
の
説
明
と
本
宮
市

の
現
状
と
検
査
体
制
」に
つ
い
て
農
政
課
職
員
の

方
よ
り
講
義
を
い
た
だ
き
、実
際
に
本
宮
市
役

所
付
近
の
放
射
線
量
の
測
定
を
体
験
し
ま
し

た
。結
果
は
基
準
値
を
下
回
り
、市
内
の
安
全
性

と
本
宮
市
産
の
食
の
安
全
性
を
確
認
し
ま
し

た
。そ
の
後
、プ
リ
ン
ス・ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ・パ
ー
ク
を

散
策
し
、農
家
民
宿
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
本
宮
高
校
の
生
徒
と
と
も
に
稲
刈

り
と
脱
穀
の
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。最
後
に
マ

ー
ガ
レッ
ト
フ
ァ
ー
ム
と
い
う
本
学
の
畑
で
ネ
ギ
を

収
穫
し
、活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
か
ら
は「
食
べ
物
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」、「
実
際
に
福
島
県

産
の
商
品
を
購
入
し
て
メ
ニュー
を
作
り
た
い
」な

ど
の
声
も
聞
か
れ
、満
足
度
が
非
常
に
高
い
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

清掃作業の様子

海外に子ども用車椅子を届けよう！
プロジェクトの学生

【
海
外
に
子
ど
も
用
車
椅
子
を

　
　届
け
よ
う
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

3
ヵ
月
ぶ
り
に

定
例
会
を
行
い
ま
し
た

　
海
外
に
子
ど
も
用
車
椅
子
を
届
け
よ
う
！
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
毎
月
第
二
、第
四
日
曜
日
に
定
例

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
8
月
、9
月
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、10
月
9
日（
日
）に
約
3
ヶ
月
ぶ
り
に

定
例
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
10
月
は
通
常
通
り
2
回
行
う
こ
と
が
で
き
、

N
P
O
法
人
海
外
に
子
ど
も
用
車
椅
子
を
送
る

会
の
方
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
チ
ー
ム
の
方
と
効
率
よ

く
作
業
を
進
め
、合
計
で
梱
包
作
業
17
台
、清
掃

作
業
17
台
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
清
掃
作
業
は
車
椅
子
を
一
度
分
解
し
て
か
ら

清
掃
を
行
う
た
め
、よ
り
細
か
い
箇
所
ま
で
作
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
海
外
で
必
要
と
し
て
い
る
子
供
た
ち
に
よ
り

き
れ
い
な
車
椅
子
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、こ
れ
か

ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

マーガレットファームでの活動の様子

神輿を担ぎ、市内を歩く様子

【
も
と
み
や
S
M
I
L
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

本
宮
真
結
女
神
輿
に

参
加
し
ま
し
た

　
10
月
22
日（
土
）〜
10
月
23
日（
日
）の
2
日

間
、「
も
と
み
や
S
M
I
L
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

メ
ン
バ
ー
7
名
が
福
島
県
本
宮
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。今
回
は
、プ
ロ
ジェク
ト
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
1

年
生
の
み
で
訪
問
し
ま
し
た
が
、貴
重
な
本
宮
真

結
女
神
輿
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、充
実
し

た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
日
目
は
本
宮
市
の
秋
祭
り
で
あ
る
本
宮
真

結
女
神
輿
に
参
加
し
、神
輿
を
背
負
う
一
員
と

な
り
ま
し
た
。4
年
ぶ
り
の
開
催
だ
っ
た
た
め
、

出
発
前
の
対
面
式
か
ら
涙
を
浮
か
べ
る
地
元
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。学
生
か
ら
は
、「
本

宮
市
の
方
々
に
と
っ
て
思
い
入
れ
の
あ
る
行
事
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、胸
が
熱
く
な
っ
た
。」と
い

う
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
本
宮
市
に
あ
る
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
フ
ァ

ー
ム
に
て
、里
芋
と
さ
つ
ま
芋
掘
り
を
行
い
ま
し

た
。本
宮
市
の
方
の
丁
寧
な
ご
指
導
の
も
と
、大

き
な
芋
を
土
の
中
か
ら
次
々
と
掘
り
出
し
ま
し

た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、空
気
の
綺
麗
な
場
所
で

の
び
の
び
と
自
然
に
触
れ
る
こ
と
で
、日
常
の
疲

れ
を
癒
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

文弥人形を鑑賞する様子

【
佐
渡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

佐
渡
市
立
高
千
中
学
校
の
生
徒
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
し
ま
し
た

　
10
月
29
日（
土
）に
佐
渡
市
立
高
千
中
学
校
の

生
徒
に
よ
る
文
弥
人
形
を
、W
E
B
会
議
シ
ス
テ

ム「
Z
o
o
m
」で
鑑
賞
し
ま
し
た
。発
表
し
て
い

た
だ
い
た
演
目
は
、「
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
」と
い
う

演
目
で
す
。主
人
公
は
鎌
倉
時
代
に
木
曽
義
仲

に
仕
え
て
い
た
巴
御
前
で
、木
曾
義
仲
が
源
頼
朝

に
敗
れ
た
際
に
追
って
き
た
鎌
倉
方
の
重
臣
と
戦

い
最
後
に
は
捕
ら
わ
れ
の
身
に
な
る
と
い
う
内
容

で
す
。

　
ま
ず
初
め
に
高
千
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
か
ら
、

発
表
す
る
ま
で
の
準
備
の
様
子
や
意
気
込
み
に
つ

い
て
ま
と
め
た
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
回
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、「
ク
オ
リ

テ
ィ
が
と
て
も
高
く
、プ
ロ
が
演
じ
て
い
る
よ
う
だ

っ
た
。」や「
初
め
て
中
学
生
と
の
交
流
が
出
来
て

よ
か
っ
た
。
も
っ
と
交
流
し
て
力
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
。」と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

地元女性部との郷土料理作り大船渡市魚市場を視察

【
復
興
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
】

岩
手
県
大
船
渡
市
を

訪
問
し
ま
し
た

　
復
興
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
は
、10

月
29
日（
土
）・30
日（
日
）に
一
泊
二
日
で
岩
手

県
大
船
渡
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。昨
年
度
の
大

船
渡
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
き
っ
か
け
に

始
ま
っ
たY

ouT
ube

で
大
船
渡
を
P
R
す
る
た

め
の
活
動
、「
大
船
渡D

iary

」の
撮
影
を
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
「
地
元
の
方
と
繋
が
り
を
持
ち
、

生
の
声
を
聞
く
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
行
い
、

現
地
の
駅
長
さ
ん
や
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
地
元
婦
人
会
の
方

と
の
郷
土
料
理

作
り
の
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今

回
の
活
動
を
通

し
て
、
新
た
な

目
線
で
の
支
援

の
在
り
方
や
、

大
船
渡
の
魅
力

を
新
た
に
発
掘

す
る
こ
と
が
出

来
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
ま

た
、
過
去
10
年

に
渡
っ
て
活
動

を
支
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
大
船

渡
市
長
へ
感
謝

状
を
贈
呈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「サガジョ歴史ツアー」出発前の様子

【
歴
史
マ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

相
生
祭
で

「
サ
ガ
ジ
ョ
歴
史
ツ
ア
ー
」を

開
催
し
ま
し
た

　
創
立
125
周
年
を
迎
え
る
に
際
し
、本
学
と
地

域
と
の
繋
が
り
を
深
め
た
い
と
考
え
た
学
生
に

よ
り
、2
0
2
2
年
4
月
、正
課
で
あ
る
メ
デ
ィ

ア
情
報
学
科
塚
田
ゼ
ミ
生
13
名
と
、正
課
外
で
あ

る「
S
a
g
a
m
i
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」内

の「
サ
ガ
ジ
ョ
盛
り
上
げ
隊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
マッ

チ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」の
学
生
6
名
の
計
19
名
の

共
同
に
よ
る
学
生
団
体「
歴
史
マッ
プ
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」が
発
足
し
ま
し
た
。

　
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、本
学
に
在
る
歴
史
的

遺
構
を
纏
め
た『
サ
ガ
ジ
ョ
歴
史
マッ
プ
』と
、そ
の

デ
ジ
タ
ル
版
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
掲
載
し
た『
サ

ガ
ジ
ョ
歴
史
マッ
プ
カ
ー
ド
』を
制
作
し
、11
月
3

日（
木・祝
）、4
日（
金
）に
開
催
さ
れ
た
相
生
祭

に
て
お
披
露
目
し
ま
し
た
。ま
た
、プ
ロ
ジ
ェク
ト

学
生
が
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
な
り
、帝
国
女
子

専
門
学
校
時
代
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
女
学
生
衣
装

で
構
内
の
遺
構
を
案
内
す
る『
サ
ガ
ジ
ョ
歴
史
ツ

ア
ー
』も
開
催
し
、60
名
を
超
え
る
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
O
G
で
す

が
、大
学
の
歴
史
を
知
れ
て
良
か
っ
た
で
す
！
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
海
外
に
子
ど
も
用
車
椅
子
を

　
　届
け
よ
う
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

日
光
国
立
公
園

マ
ウ
ン
テ
ン
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
の

運
営
サ
ポ
ー
ト
に
参
加
し
ま
し
た

　
11
月
12
日（
土
）〜
11
月
13
日（
日
）、当
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
協
力
関
係
に
あ
る
日
光
市
観
光
協
会

の
協
力
で
、日
光
国
立
公
園
マ
ウ
ン
テ
ン
ラ
ン
ニ
ン

グ
の
大
会
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
催
場
所
は
栃
木
県
日
光
国
立
公
園
で
、世

界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
神
社
仏
閣
を
は
じ
め

と
す
る
数
々
の
歴
史
的
建
造
物
と
そ
れ
を
取
り

巻
く
自
然
景
観
と
の
見
事
な
融
合
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
午
前
中
は
選
手
へ
荷
物
置
き
場
へ
の
誘
導
や

荷
物
を
入
れ
る
袋
の
配
布
、袋
の
外
側
に
シ
ー
ル

を
貼
る
お
手
伝
い
を
し
、午
後
か
ら
は
選
手
と
一

般
人
が
衝
突
を
防
ぐ
た
め
の
呼
び
か
け
や
ゴ
ー
ル

し
た
選
手
に
完
走
証
受
付
ま
で
の
誘
導
、完
走

証
の
作
成・配
布
を
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
3
年
ぶ
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
参

加
で
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
お
手
伝
い
が
出
来
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
お
っ
き
リ
ン
ピ
ッ
ク
宣
伝
部
】

群
馬
県
富
岡
市
で

「
お
っ
き
リ
ン
ピ
ッ
ク
」に

参
加
し
ま
し
た

　
11
月
18
日（
金
）〜
11
月
20
日（
日
）の
3
日
間
、

「
お
っ
き
リ
ン
ピ
ッ
ク
宣
伝
部
」の
学
生
6
名
が

群
馬
県
富
岡
市
を
訪
問
し
、「
お
っ
き
リ
ン
ピ
ッ

ク
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　
富
岡
市
と
本
学
は
2
0
1
5
年
か
ら
協
働
し

て
お
り
、
農
村
な
ら
で
は
の
体
験
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。ま
た
、郷
土
料
理
「
お
っ
き
り
こ
み
」

を
全
国
に
普
及
す
る
た
め
「
お
っ
き
リ
ン
ピ
ッ

ク
」「
全
国
ご
当
地
う
ど
ん
サ
ミ
ッ
ト
」「
相
生

祭
」に
参
加
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
18
日（
金
）は
長
ね
ぎ
や
里
芋
な
ど
、地
元
で
採

れ
た
新
鮮
な
食
材
を
使
用
し
お
っ
き
り
こ
み
の
仕

込
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
19
日（
土
）は
、N
P
O
法
人
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

岡
成
の
方
々
と
合
流
し
、創
立
9
周
年
を
記
念
し

た
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。そ
の
後
、
来
場
者
の

方
々
に
学
生
が
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
て
作
っ
た

「
中
華
風
お
っ
き
り
こ
み
」
を
ふ
る
ま
い
ま
し

た
。「
ご
ま
油
が
効
い
て
お
い
し
か
っ
た
」「
か
に

風
味
か
ま
ぼ
こ
も
意
外
に
合
う
」
と
お
褒
め
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
20
日（
日
）は
、

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

岡
成
の
事
務
所

に
て
前
日
の
反
省

会
と
今
後
の
活

動
に
関
す
る
会

議
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
富

岡
製
糸
場
や
周

辺
の
様
子
を
見

学
し
ま
し
た
。

（
連
携
教
育推

進
課
）

海外に子ども用
車椅子を届けよう！
プロジェクトの学生

日光国立公園
マウンテンランニング

大会の様子

学生が制作し
た『サガジョ
歴史マップ』と
『サガジョ歴史
マップカード』

おっきりこみの仕込みの様子 中華風おっきりこみ
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脱穀を行う様子

放射能検査体制について学ぶ様子

【
体
験
活
動
】

福
島
県
本
宮
市
に
て

稲
刈
り
作
業
を
し
ま
し
た

　
10
月
8
日（
土
）、10
月
9
日（
日
）に
福
島
県

本
宮
市
を
訪
問
し
、学
内
公
募
で
集
ま
っ
た
学
生

7
名
が
稲
刈
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。初
日
は

本
宮
市
役
所
内
で「
放
射
能
の
説
明
と
本
宮
市

の
現
状
と
検
査
体
制
」に
つ
い
て
農
政
課
職
員
の

方
よ
り
講
義
を
い
た
だ
き
、実
際
に
本
宮
市
役

所
付
近
の
放
射
線
量
の
測
定
を
体
験
し
ま
し

た
。結
果
は
基
準
値
を
下
回
り
、市
内
の
安
全
性

と
本
宮
市
産
の
食
の
安
全
性
を
確
認
し
ま
し

た
。そ
の
後
、プ
リ
ン
ス・ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ・パ
ー
ク
を

散
策
し
、農
家
民
宿
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
本
宮
高
校
の
生
徒
と
と
も
に
稲
刈

り
と
脱
穀
の
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。最
後
に
マ

ー
ガ
レッ
ト
フ
ァ
ー
ム
と
い
う
本
学
の
畑
で
ネ
ギ
を

収
穫
し
、活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
か
ら
は「
食
べ
物
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」、「
実
際
に
福
島
県

産
の
商
品
を
購
入
し
て
メ
ニュー
を
作
り
た
い
」な

ど
の
声
も
聞
か
れ
、満
足
度
が
非
常
に
高
い
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

清掃作業の様子

海外に子ども用車椅子を届けよう！
プロジェクトの学生

【
海
外
に
子
ど
も
用
車
椅
子
を

　
　届
け
よ
う
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

3
ヵ
月
ぶ
り
に

定
例
会
を
行
い
ま
し
た

　
海
外
に
子
ど
も
用
車
椅
子
を
届
け
よ
う
！
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
毎
月
第
二
、第
四
日
曜
日
に
定
例

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
8
月
、9
月
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、10
月
9
日（
日
）に
約
3
ヶ
月
ぶ
り
に

定
例
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
10
月
は
通
常
通
り
2
回
行
う
こ
と
が
で
き
、

N
P
O
法
人
海
外
に
子
ど
も
用
車
椅
子
を
送
る

会
の
方
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
チ
ー
ム
の
方
と
効
率
よ

く
作
業
を
進
め
、合
計
で
梱
包
作
業
17
台
、清
掃

作
業
17
台
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
清
掃
作
業
は
車
椅
子
を
一
度
分
解
し
て
か
ら

清
掃
を
行
う
た
め
、よ
り
細
か
い
箇
所
ま
で
作
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
海
外
で
必
要
と
し
て
い
る
子
供
た
ち
に
よ
り

き
れ
い
な
車
椅
子
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、こ
れ
か

ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

マーガレットファームでの活動の様子

神輿を担ぎ、市内を歩く様子

【
も
と
み
や
S
M
I
L
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

本
宮
真
結
女
神
輿
に

参
加
し
ま
し
た

　
10
月
22
日（
土
）〜
10
月
23
日（
日
）の
2
日

間
、「
も
と
み
や
S
M
I
L
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

メ
ン
バ
ー
7
名
が
福
島
県
本
宮
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。今
回
は
、プ
ロ
ジェク
ト
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
1

年
生
の
み
で
訪
問
し
ま
し
た
が
、貴
重
な
本
宮
真

結
女
神
輿
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、充
実
し

た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
日
目
は
本
宮
市
の
秋
祭
り
で
あ
る
本
宮
真

結
女
神
輿
に
参
加
し
、神
輿
を
背
負
う
一
員
と

な
り
ま
し
た
。4
年
ぶ
り
の
開
催
だ
っ
た
た
め
、

出
発
前
の
対
面
式
か
ら
涙
を
浮
か
べ
る
地
元
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。学
生
か
ら
は
、「
本

宮
市
の
方
々
に
と
っ
て
思
い
入
れ
の
あ
る
行
事
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、胸
が
熱
く
な
っ
た
。」と
い

う
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
本
宮
市
に
あ
る
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
フ
ァ

ー
ム
に
て
、里
芋
と
さ
つ
ま
芋
掘
り
を
行
い
ま
し

た
。本
宮
市
の
方
の
丁
寧
な
ご
指
導
の
も
と
、大

き
な
芋
を
土
の
中
か
ら
次
々
と
掘
り
出
し
ま
し

た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、空
気
の
綺
麗
な
場
所
で

の
び
の
び
と
自
然
に
触
れ
る
こ
と
で
、日
常
の
疲

れ
を
癒
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

文弥人形を鑑賞する様子

【
佐
渡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

佐
渡
市
立
高
千
中
学
校
の
生
徒
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
し
ま
し
た

　
10
月
29
日（
土
）に
佐
渡
市
立
高
千
中
学
校
の

生
徒
に
よ
る
文
弥
人
形
を
、W
E
B
会
議
シ
ス
テ

ム「
Z
o
o
m
」で
鑑
賞
し
ま
し
た
。発
表
し
て
い

た
だ
い
た
演
目
は
、「
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
」と
い
う

演
目
で
す
。主
人
公
は
鎌
倉
時
代
に
木
曽
義
仲

に
仕
え
て
い
た
巴
御
前
で
、木
曾
義
仲
が
源
頼
朝

に
敗
れ
た
際
に
追
って
き
た
鎌
倉
方
の
重
臣
と
戦

い
最
後
に
は
捕
ら
わ
れ
の
身
に
な
る
と
い
う
内
容

で
す
。

　
ま
ず
初
め
に
高
千
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
か
ら
、

発
表
す
る
ま
で
の
準
備
の
様
子
や
意
気
込
み
に
つ

い
て
ま
と
め
た
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
回
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、「
ク
オ
リ

テ
ィ
が
と
て
も
高
く
、プ
ロ
が
演
じ
て
い
る
よ
う
だ

っ
た
。」や「
初
め
て
中
学
生
と
の
交
流
が
出
来
て

よ
か
っ
た
。
も
っ
と
交
流
し
て
力
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
。」と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

地元女性部との郷土料理作り大船渡市魚市場を視察

【
復
興
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
】

岩
手
県
大
船
渡
市
を

訪
問
し
ま
し
た

　
復
興
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
は
、10

月
29
日（
土
）・30
日（
日
）に
一
泊
二
日
で
岩
手

県
大
船
渡
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。昨
年
度
の
大

船
渡
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
き
っ
か
け
に

始
ま
っ
たY

ouT
ube

で
大
船
渡
を
P
R
す
る
た

め
の
活
動
、「
大
船
渡D

iary
」の
撮
影
を
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
「
地
元
の
方
と
繋
が
り
を
持
ち
、

生
の
声
を
聞
く
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
行
い
、

現
地
の
駅
長
さ
ん
や
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
地
元
婦
人
会
の
方

と
の
郷
土
料
理

作
り
の
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今

回
の
活
動
を
通

し
て
、
新
た
な

目
線
で
の
支
援

の
在
り
方
や
、

大
船
渡
の
魅
力

を
新
た
に
発
掘

す
る
こ
と
が
出

来
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
ま

た
、
過
去
10
年

に
渡
っ
て
活
動

を
支
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
大
船

渡
市
長
へ
感
謝

状
を
贈
呈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「サガジョ歴史ツアー」出発前の様子

【
歴
史
マ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

相
生
祭
で

「
サ
ガ
ジ
ョ
歴
史
ツ
ア
ー
」を

開
催
し
ま
し
た

　
創
立
125
周
年
を
迎
え
る
に
際
し
、本
学
と
地

域
と
の
繋
が
り
を
深
め
た
い
と
考
え
た
学
生
に

よ
り
、2
0
2
2
年
4
月
、正
課
で
あ
る
メ
デ
ィ

ア
情
報
学
科
塚
田
ゼ
ミ
生
13
名
と
、正
課
外
で
あ

る「
S
a
g
a
m
i
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」内

の「
サ
ガ
ジ
ョ
盛
り
上
げ
隊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
マッ

チ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」の
学
生
6
名
の
計
19
名
の

共
同
に
よ
る
学
生
団
体「
歴
史
マッ
プ
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」が
発
足
し
ま
し
た
。

　
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、本
学
に
在
る
歴
史
的

遺
構
を
纏
め
た『
サ
ガ
ジ
ョ
歴
史
マッ
プ
』と
、そ
の

デ
ジ
タ
ル
版
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
掲
載
し
た『
サ

ガ
ジ
ョ
歴
史
マッ
プ
カ
ー
ド
』を
制
作
し
、11
月
3

日（
木・祝
）、4
日（
金
）に
開
催
さ
れ
た
相
生
祭

に
て
お
披
露
目
し
ま
し
た
。ま
た
、プ
ロ
ジ
ェク
ト

学
生
が
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
な
り
、帝
国
女
子

専
門
学
校
時
代
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
女
学
生
衣
装

で
構
内
の
遺
構
を
案
内
す
る『
サ
ガ
ジ
ョ
歴
史
ツ

ア
ー
』も
開
催
し
、60
名
を
超
え
る
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
O
G
で
す

が
、大
学
の
歴
史
を
知
れ
て
良
か
っ
た
で
す
！
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
海
外
に
子
ど
も
用
車
椅
子
を

　
　届
け
よ
う
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

日
光
国
立
公
園

マ
ウ
ン
テ
ン
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
の

運
営
サ
ポ
ー
ト
に
参
加
し
ま
し
た

　
11
月
12
日（
土
）〜
11
月
13
日（
日
）、当
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
協
力
関
係
に
あ
る
日
光
市
観
光
協
会

の
協
力
で
、日
光
国
立
公
園
マ
ウ
ン
テ
ン
ラ
ン
ニ
ン

グ
の
大
会
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
催
場
所
は
栃
木
県
日
光
国
立
公
園
で
、世

界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
神
社
仏
閣
を
は
じ
め

と
す
る
数
々
の
歴
史
的
建
造
物
と
そ
れ
を
取
り

巻
く
自
然
景
観
と
の
見
事
な
融
合
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
午
前
中
は
選
手
へ
荷
物
置
き
場
へ
の
誘
導
や

荷
物
を
入
れ
る
袋
の
配
布
、袋
の
外
側
に
シ
ー
ル

を
貼
る
お
手
伝
い
を
し
、午
後
か
ら
は
選
手
と
一

般
人
が
衝
突
を
防
ぐ
た
め
の
呼
び
か
け
や
ゴ
ー
ル

し
た
選
手
に
完
走
証
受
付
ま
で
の
誘
導
、完
走

証
の
作
成・配
布
を
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
3
年
ぶ
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
参

加
で
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
お
手
伝
い
が
出
来
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
お
っ
き
リ
ン
ピ
ッ
ク
宣
伝
部
】

群
馬
県
富
岡
市
で

「
お
っ
き
リ
ン
ピ
ッ
ク
」に

参
加
し
ま
し
た

　
11
月
18
日（
金
）〜
11
月
20
日（
日
）の
3
日
間
、

「
お
っ
き
リ
ン
ピ
ッ
ク
宣
伝
部
」の
学
生
6
名
が

群
馬
県
富
岡
市
を
訪
問
し
、「
お
っ
き
リ
ン
ピ
ッ

ク
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　
富
岡
市
と
本
学
は
2
0
1
5
年
か
ら
協
働
し

て
お
り
、
農
村
な
ら
で
は
の
体
験
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。ま
た
、郷
土
料
理
「
お
っ
き
り
こ
み
」

を
全
国
に
普
及
す
る
た
め
「
お
っ
き
リ
ン
ピ
ッ

ク
」「
全
国
ご
当
地
う
ど
ん
サ
ミ
ッ
ト
」「
相
生

祭
」に
参
加
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
18
日（
金
）は
長
ね
ぎ
や
里
芋
な
ど
、地
元
で
採

れ
た
新
鮮
な
食
材
を
使
用
し
お
っ
き
り
こ
み
の
仕

込
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
19
日（
土
）は
、N
P
O
法
人
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

岡
成
の
方
々
と
合
流
し
、創
立
9
周
年
を
記
念
し

た
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。そ
の
後
、
来
場
者
の

方
々
に
学
生
が
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
て
作
っ
た

「
中
華
風
お
っ
き
り
こ
み
」
を
ふ
る
ま
い
ま
し

た
。「
ご
ま
油
が
効
い
て
お
い
し
か
っ
た
」「
か
に

風
味
か
ま
ぼ
こ
も
意
外
に
合
う
」
と
お
褒
め
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
20
日（
日
）は
、

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

岡
成
の
事
務
所

に
て
前
日
の
反
省

会
と
今
後
の
活

動
に
関
す
る
会

議
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
富

岡
製
糸
場
や
周

辺
の
様
子
を
見

学
し
ま
し
た
。

（
連
携
教
育推

進
課
）

海外に子ども用
車椅子を届けよう！
プロジェクトの学生

日光国立公園
マウンテンランニング

大会の様子

学生が制作し
た『サガジョ
歴史マップ』と
『サガジョ歴史
マップカード』

おっきりこみの仕込みの様子 中華風おっきりこみ
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「
第
53
回
相
生
祭
」
3
年
振
り
対
面
開
催
の
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
が
、
大
学
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の

ニ
ュ
ー
ス
・
ア
ク
セ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ
で
1
位
を

獲
得
し
ま
し
た

　「
第
53
回
相
生
祭
」
3
年
振
り
対
面
開
催
の

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
が
、
教
育
情
報
に
特
化
し
た
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
配
信
す
る
『
大
学
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
』
の
ニ
ュ
ー
ス
・
ア
ク
セ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ

（
2
0
2
2
年
9
月
21
日
〜
10
月
20
日
）で
1

位
を
獲
得
し
、
毎
日
新
聞
出
版
が
発
行
す
る
雑

誌
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
2
0
2
2
年
12
月
11
日

号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
相
生
祭
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
2
0
2
0
年
度
は

中
止
、
2
0
2
1
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
3
年
振
り
に
対

面
開
催
が
実
現
し
ま
し
た
。
11
月
3
日（
木
・

祝
）、
4
日（
金
）に
開
催
さ
れ
、
2
日
間
で
延

べ
約
1
9
，
0
0
0
名
以
上
の
方
々
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
総
務
課
）

学
園

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部

「Kid’s

＆Lady’s 

防
火
衣
」
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
と
試
着
体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
6
名
が
相
模

原
市
消
防
局
と
公
益
社
団
法
人
相
模
原
市
防

災
協
会
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
製
作
し

た
「
デ
ザ
イ
ン
防
火
衣
」
を
11
月
3
日（
木
・

祝
）、
4
日（
金
）に
開
催
さ
れ
た
相
生
祭
で

お
披
露
目
し
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
、
製
作
し
た

学
生
・
キ
ッ
ズ
・
現
役
の
消
防
士
が
モ
デ
ル

と
し
て
出
演
し
ま
し
た
。

　
関
係
団
体
の
代
表
者
の
皆
様（
相
模
原
市

森
副
市
長
、
菅
谷
南
区
長
、
小
松
消
防
局
長
、

公
益
社
団
法
人
相
模
原
市
防
災
協
会
大
谷
理

事
長
、
株
式
会
社
関
東
小
池
金
原
社
長
、
本

学
田
畑
学
長
な
ど
）も
ご
来
場
下
さ
り
、
ご

講
評
や
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
試
着
体
験
は
、
従
来
は
お
子
様
が
中
心
で

す
が
、今
回
は
保
護
者
の
方
、10
〜
20
代
の
方
、

中
高
年
の
方
な
ど
、
性
別
や
年
齢
に
関
係
な

く
多
く
の
皆
様
が
参
加
し
て
下
さ
り
大
好
評

で
し
た
。
　  

（
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
角
田
）

自
宅
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
せ
な
い
子
ど
も
た

ち
へ
本
を
贈
る
た
め
に
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
地
域
の
人
び
と
、
書
店
、
病
院
や
施
設
等
の

架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す

　
サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
さ
が
み
は
ら
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
を
病
院

や
地
域
の
施
設
で
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
へ
向

け
て
、
本
を
贈
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。誰
か
を
想
う
気
持
ち
を
見
え
る
形
に
す

る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
真
ん
中
に
は
子
ど
も

た
ち
が
、
そ
し
て
、
贈
り
も
の
を
す
る
市
民
サ

ン
タ
の
皆
さ
ま
と
書
店
、
各
施
設
等
と
の
あ
い

だ
に
は
本
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
ま
す
。

　
今
年
は
35
名
ほ
ど
の
学
生
が
集
ま
り
、
ク
リ

ス
マ
ス
カ
ー
ド
作
り
、
病
院
や
施
設
と
の
や
り

と
り
、
協
力
書
店
へ
の
依
頼
な
ど
、
い
く
つ
か

の
チ
ー
ム
で
分
担
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
ま

し
た
。く
ま
ざ
わ
書
店
相
模
大
野
店
、
ブ
ッ
ク

フ
ァ
ー
ス
ト
・
ボ
ー
ノ
相
模
大
野
店
、
三
省
堂

海
老
名
店
、
A
C
A
D
E
M
I
A
く
ま
ざ
わ
書

店
ア
リ
オ
橋
本
店
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
こ
の

ファッションショーの様子

ご講評やご感想をいただきました
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いよいよプレゼント！

活
動
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
市
民
サ
ン
タ

た
ち
が
、
さ
が
み
は
ら
の
贈
り
先
の
施
設
で
過

ご
す
そ
の
子
へ
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た
本
は
100

冊
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
ら
の
贈
り
も
の
は
カ

ー
ド
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
も
と
へ
無
事

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
各
所
の
皆
さ
ま

へ
の
感
謝
と
と
も
に
ご
報
告
し
ま
す
。

　
次
年
度
は
、
全
国
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仲

間
と
毎
夏
に
行
っ
て
い
る
サ
ン
タ
サ
ミ
ッ
ト

の
当
番
校
と
し
て
の
活
動
も
予
定
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
贈
り
先
を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
の

検
討
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。今
後
の
動
向
に

も
ご
注
目
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

（
人
間
心
理
学
科
・
村
松
）

高
等
部
に
お
け
る「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

　
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
2
0
2
2
年

度
か
ら「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」が
高
校
で
始

ま
り
ま
し
た
。社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
＝「
生
き

る
力
」
の
育
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
高
校
1
年
生
で
は
「
自
分
の
興
味
・
関
心
に

目
を
向
け
る
」を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。「
好
き

な
食
べ
物
」「
未
来
の
た
め
に
10
万
円
使
え
る
と

し
た
ら
何
を
す
る
？
」
な
ど
様
々
な
質
問
を
通

し
て
自
分
と
向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
。出
て
き
た

キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
し
視
点
を
変
え
て
見
る
こ
と

で
、新
た
な
気
付
き
が
生
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

　
一
人
一
人
が
興
味
関
心
を
探
っ
た
後
、グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、課
題
の
設
定
・
情
報
収
集
・
分
析
・

資
料
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。調
べ
る
だ
け
で
は

な
い「
探
究
」活
動
に
、
生
徒
た
ち
は
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
、
ク
ラ
ス
で
発

表
。発
表
を
受
け
、
互
い
に
良
い
点
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
送
り
あ
い
、こ
れ
か
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
3
学
期
に
は
知
見
を
得
る
た
め
の
講
演
会
を

予
定
。日
々
探
究
し
な
が
ら
社
会
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
の
お
話
を
聞
い
て
、
今
後
に
つ
な
げ
て
ほ

し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

中
学
部
・
高
等
部

　
高
校
2
年
生
か
ら
は
4
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か

れ
ま
す（
2
0
2
3
年
度
か
ら
実
施
）。「
社
会
の

課
題
に
目
を
向
け
る
」を
テ
ー
マ
に
各
コ
ー
ス
の

特
徴
を
活
か
し
た
探
究
的
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
現
在
は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の
段
階
で
す

が
、
相
模
女
子
大
学
高
等
部
ら
し
い「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
を
確
立
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　  （
三
箇
山
）

中
学
２
・
３
年
生
心
肺
蘇
生
法
講
習
会
人
命
救

助
の
一
助
を
担
え
る
女
性
の
育
成
を
目
指
し
て

　
11
月
11
日（
金
）国
士
舘
大
学
よ
り
講
師
を
お

招
き
し
、
午
前
中
学
2
年
生
・
午
後
中
学
3
年

生
が
心
肺
蘇
生
法
講
習
会
を
受
講
し
ま
し
た
。

生
徒
2
人
に
訓
練
用
人
形
1
体
を
ご
用
意
い
た

だ
き
実
技
中
心

の
充
実
し
た
3

時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
人
間
の
脳
は
2

分
以
内
に
心
肺

蘇
生
が
開
始
さ

れ
た
場
合
の
救
命

率
は
90
%
程
度
、

4
分
で
は
50
%
、

5
分
で
は
25
%
程

度
。心
肺
停
止
の

早
期
判
断
と
救
急

要
請
、
A
E
D
手

配
と
胸
骨
圧
迫
の

救
命
活
動
に
よ
り

蘇
生
率
が
上
が
る

こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

　
生
徒
た
ち
は
医

療
従
事
者
で
な
く

て
も
目
の
前
の
人

を
助
け
た
い
と
い

う
勇
気
が
あ
れ
ば

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー

と
し
て
で
き
る
救

助
の
技
術
を
習
得

し
、
努
力
の
結
晶

で
あ
る
修
了
証
を

手
に
し
ま
し
た
。

「
家
に
修
了
証
を

持
ち
帰
っ
た
ら
、

も
し
倒
れ
た
ら

や
っ
て
ね
と
言
わ

れ
た
の
で
家
族
の

役
に
立
て
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
。」「
誰
か
が
倒
れ
た
ら
迷

わ
ず
、
自
信
を
も
っ
て
助
け
よ
う
。」と
、「
高
潔

善
美
」
の
建
学
の
精
神
を
確
か
に
継
承
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
春
本
）

中
学
部
書
き
初
め

　
1
月
11
日（
水
）、
中
学
部
生
徒
全
員
参
加
の

「
書
き
初
め
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。年
の
初
め
に

中
学
部
学
校
行
事
と
し
て「
書
き
初
め
」を
行
う

の
は
、
48
回
を
数
え
ま
す
。昨
年
度
同
様
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
観 呼吸の確認 胸骨圧迫AED の装着

国士館大学防災救急救助総合
研究所の講師の先生と学生さん

点
か
ら
各
教
室
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、

墨
の
香
り
が
漂
う
中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
縦
70
㎝
横

17.5
㎝
の
画
仙
紙
に
各
学
年
の
課
題
を
書
き
上
げ

ま
し
た
。12
月
か
ら
国
語
や
表
現
の
授
業
で
練

習
を
重
ね
ま
し
た
が
、時
間
は
25
分
、清
書
用
紙

は
わ
ず
か
2
枚
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。書
き
上
げ

た
2
枚
の
作
品
の
う
ち
、
自
分
で
良
い
方
を
一

つ
選
び
ま
し
た
。

　
緊
張
と
静
寂
の
中
、
一
人
一
人
が
集
中
し
て

一
気
に
仕
上
げ
る
こ
の「
書
き
初
め
」は
、
気
持

ち
を
新
た
に
、
１
年
の
ス
タ
ー
ト
の
目
標
を

し
っ
か
り
と
も

っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
が
あ

り
ま
す
。そ
し

て
、
日
本
の
伝

統
文
化
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
時
間

で
す
。こ
こ
で

選
ば
れ
た
受
賞

作
品
は
表
装
を

し
、
後
日
校
舎

内
に
展
示
さ
れ

ま
す
。（

清
水
）

作品披露集中して清書用紙に向かいます

学園各部報告  

学
園
各
部

報
告

  学園各部報告

学生が作った可愛いクリスマスカードに、
市民サンタさんからメッセージがそえられます

コロナ禍のため、病院へは郵送での
お届けとなりました。

2022 年度 相生祭ポスター

Google Meet で各教室をつなぎ、
クラス代表者が発表
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「
第
53
回
相
生
祭
」
3
年
振
り
対
面
開
催
の
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
が
、
大
学
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の

ニ
ュ
ー
ス
・
ア
ク
セ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ
で
1
位
を

獲
得
し
ま
し
た

　「
第
53
回
相
生
祭
」
3
年
振
り
対
面
開
催
の

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
が
、
教
育
情
報
に
特
化
し
た
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
配
信
す
る
『
大
学
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
』
の
ニ
ュ
ー
ス
・
ア
ク
セ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ

（
2
0
2
2
年
9
月
21
日
〜
10
月
20
日
）で
1

位
を
獲
得
し
、
毎
日
新
聞
出
版
が
発
行
す
る
雑

誌
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
2
0
2
2
年
12
月
11
日

号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
相
生
祭
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
2
0
2
0
年
度
は

中
止
、
2
0
2
1
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
3
年
振
り
に
対

面
開
催
が
実
現
し
ま
し
た
。
11
月
3
日（
木
・

祝
）、
4
日（
金
）に
開
催
さ
れ
、
2
日
間
で
延

べ
約
1
9
，
0
0
0
名
以
上
の
方
々
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
総
務
課
）

学
園

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部

「Kid’s

＆Lady’s 

防
火
衣
」
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
と
試
着
体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
6
名
が
相
模

原
市
消
防
局
と
公
益
社
団
法
人
相
模
原
市
防

災
協
会
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
製
作
し

た
「
デ
ザ
イ
ン
防
火
衣
」
を
11
月
3
日（
木
・

祝
）、
4
日（
金
）に
開
催
さ
れ
た
相
生
祭
で

お
披
露
目
し
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
、
製
作
し
た

学
生
・
キ
ッ
ズ
・
現
役
の
消
防
士
が
モ
デ
ル

と
し
て
出
演
し
ま
し
た
。

　
関
係
団
体
の
代
表
者
の
皆
様（
相
模
原
市

森
副
市
長
、
菅
谷
南
区
長
、
小
松
消
防
局
長
、

公
益
社
団
法
人
相
模
原
市
防
災
協
会
大
谷
理

事
長
、
株
式
会
社
関
東
小
池
金
原
社
長
、
本

学
田
畑
学
長
な
ど
）も
ご
来
場
下
さ
り
、
ご

講
評
や
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
試
着
体
験
は
、
従
来
は
お
子
様
が
中
心
で

す
が
、今
回
は
保
護
者
の
方
、10
〜
20
代
の
方
、

中
高
年
の
方
な
ど
、
性
別
や
年
齢
に
関
係
な

く
多
く
の
皆
様
が
参
加
し
て
下
さ
り
大
好
評

で
し
た
。
　  

（
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
角
田
）

自
宅
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
せ
な
い
子
ど
も
た

ち
へ
本
を
贈
る
た
め
に
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
地
域
の
人
び
と
、
書
店
、
病
院
や
施
設
等
の

架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す

　
サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
さ
が
み
は
ら
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
を
病
院

や
地
域
の
施
設
で
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
へ
向

け
て
、
本
を
贈
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。誰
か
を
想
う
気
持
ち
を
見
え
る
形
に
す

る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
真
ん
中
に
は
子
ど
も

た
ち
が
、
そ
し
て
、
贈
り
も
の
を
す
る
市
民
サ

ン
タ
の
皆
さ
ま
と
書
店
、
各
施
設
等
と
の
あ
い

だ
に
は
本
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
ま
す
。

　
今
年
は
35
名
ほ
ど
の
学
生
が
集
ま
り
、
ク
リ

ス
マ
ス
カ
ー
ド
作
り
、
病
院
や
施
設
と
の
や
り

と
り
、
協
力
書
店
へ
の
依
頼
な
ど
、
い
く
つ
か

の
チ
ー
ム
で
分
担
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
ま

し
た
。く
ま
ざ
わ
書
店
相
模
大
野
店
、
ブ
ッ
ク

フ
ァ
ー
ス
ト
・
ボ
ー
ノ
相
模
大
野
店
、
三
省
堂

海
老
名
店
、
A
C
A
D
E
M
I
A
く
ま
ざ
わ
書

店
ア
リ
オ
橋
本
店
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
こ
の

ファッションショーの様子

ご講評やご感想をいただきました
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いよいよプレゼント！

活
動
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
市
民
サ
ン
タ

た
ち
が
、
さ
が
み
は
ら
の
贈
り
先
の
施
設
で
過

ご
す
そ
の
子
へ
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た
本
は
100

冊
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
ら
の
贈
り
も
の
は
カ

ー
ド
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
も
と
へ
無
事

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
各
所
の
皆
さ
ま

へ
の
感
謝
と
と
も
に
ご
報
告
し
ま
す
。

　
次
年
度
は
、
全
国
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仲

間
と
毎
夏
に
行
っ
て
い
る
サ
ン
タ
サ
ミ
ッ
ト

の
当
番
校
と
し
て
の
活
動
も
予
定
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
贈
り
先
を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
の

検
討
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。今
後
の
動
向
に

も
ご
注
目
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

（
人
間
心
理
学
科
・
村
松
）

高
等
部
に
お
け
る「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

　
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
2
0
2
2
年

度
か
ら「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」が
高
校
で
始

ま
り
ま
し
た
。社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
＝「
生
き

る
力
」
の
育
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
高
校
1
年
生
で
は
「
自
分
の
興
味
・
関
心
に

目
を
向
け
る
」を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。「
好
き

な
食
べ
物
」「
未
来
の
た
め
に
10
万
円
使
え
る
と

し
た
ら
何
を
す
る
？
」
な
ど
様
々
な
質
問
を
通

し
て
自
分
と
向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
。出
て
き
た

キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
し
視
点
を
変
え
て
見
る
こ
と

で
、新
た
な
気
付
き
が
生
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

　
一
人
一
人
が
興
味
関
心
を
探
っ
た
後
、グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、課
題
の
設
定
・
情
報
収
集
・
分
析
・

資
料
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。調
べ
る
だ
け
で
は

な
い「
探
究
」活
動
に
、
生
徒
た
ち
は
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
、
ク
ラ
ス
で
発

表
。発
表
を
受
け
、
互
い
に
良
い
点
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
送
り
あ
い
、こ
れ
か
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
3
学
期
に
は
知
見
を
得
る
た
め
の
講
演
会
を

予
定
。日
々
探
究
し
な
が
ら
社
会
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
の
お
話
を
聞
い
て
、
今
後
に
つ
な
げ
て
ほ

し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

中
学
部
・
高
等
部

　
高
校
2
年
生
か
ら
は
4
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か

れ
ま
す（
2
0
2
3
年
度
か
ら
実
施
）。「
社
会
の

課
題
に
目
を
向
け
る
」を
テ
ー
マ
に
各
コ
ー
ス
の

特
徴
を
活
か
し
た
探
究
的
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
現
在
は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の
段
階
で
す

が
、
相
模
女
子
大
学
高
等
部
ら
し
い「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
を
確
立
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　  （
三
箇
山
）

中
学
２
・
３
年
生
心
肺
蘇
生
法
講
習
会
人
命
救

助
の
一
助
を
担
え
る
女
性
の
育
成
を
目
指
し
て

　
11
月
11
日（
金
）国
士
舘
大
学
よ
り
講
師
を
お

招
き
し
、
午
前
中
学
2
年
生
・
午
後
中
学
3
年

生
が
心
肺
蘇
生
法
講
習
会
を
受
講
し
ま
し
た
。

生
徒
2
人
に
訓
練
用
人
形
1
体
を
ご
用
意
い
た

だ
き
実
技
中
心

の
充
実
し
た
3

時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
人
間
の
脳
は
2

分
以
内
に
心
肺

蘇
生
が
開
始
さ

れ
た
場
合
の
救
命

率
は
90
%
程
度
、

4
分
で
は
50
%
、

5
分
で
は
25
%
程

度
。心
肺
停
止
の

早
期
判
断
と
救
急

要
請
、
A
E
D
手

配
と
胸
骨
圧
迫
の

救
命
活
動
に
よ
り

蘇
生
率
が
上
が
る

こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

　
生
徒
た
ち
は
医

療
従
事
者
で
な
く

て
も
目
の
前
の
人

を
助
け
た
い
と
い

う
勇
気
が
あ
れ
ば

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー

と
し
て
で
き
る
救

助
の
技
術
を
習
得

し
、
努
力
の
結
晶

で
あ
る
修
了
証
を

手
に
し
ま
し
た
。

「
家
に
修
了
証
を

持
ち
帰
っ
た
ら
、

も
し
倒
れ
た
ら

や
っ
て
ね
と
言
わ

れ
た
の
で
家
族
の

役
に
立
て
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
。」「
誰
か
が
倒
れ
た
ら
迷

わ
ず
、
自
信
を
も
っ
て
助
け
よ
う
。」と
、「
高
潔

善
美
」
の
建
学
の
精
神
を
確
か
に
継
承
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
春
本
）

中
学
部
書
き
初
め

　
1
月
11
日（
水
）、
中
学
部
生
徒
全
員
参
加
の

「
書
き
初
め
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。年
の
初
め
に

中
学
部
学
校
行
事
と
し
て「
書
き
初
め
」を
行
う

の
は
、
48
回
を
数
え
ま
す
。昨
年
度
同
様
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
観 呼吸の確認 胸骨圧迫AED の装着

国士館大学防災救急救助総合
研究所の講師の先生と学生さん

点
か
ら
各
教
室
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、

墨
の
香
り
が
漂
う
中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
縦
70
㎝
横

17.5
㎝
の
画
仙
紙
に
各
学
年
の
課
題
を
書
き
上
げ

ま
し
た
。12
月
か
ら
国
語
や
表
現
の
授
業
で
練

習
を
重
ね
ま
し
た
が
、時
間
は
25
分
、清
書
用
紙

は
わ
ず
か
2
枚
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。書
き
上
げ

た
2
枚
の
作
品
の
う
ち
、
自
分
で
良
い
方
を
一

つ
選
び
ま
し
た
。

　
緊
張
と
静
寂
の
中
、
一
人
一
人
が
集
中
し
て

一
気
に
仕
上
げ
る
こ
の「
書
き
初
め
」は
、
気
持

ち
を
新
た
に
、
１
年
の
ス
タ
ー
ト
の
目
標
を

し
っ
か
り
と
も

っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
が
あ

り
ま
す
。そ
し

て
、
日
本
の
伝

統
文
化
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
時
間

で
す
。こ
こ
で

選
ば
れ
た
受
賞

作
品
は
表
装
を

し
、
後
日
校
舎

内
に
展
示
さ
れ

ま
す
。（

清
水
）

作品披露集中して清書用紙に向かいます

学園各部報告  

学
園
各
部

報
告

  学園各部報告

学生が作った可愛いクリスマスカードに、
市民サンタさんからメッセージがそえられます

コロナ禍のため、病院へは郵送での
お届けとなりました。

2022 年度 相生祭ポスター

Google Meet で各教室をつなぎ、
クラス代表者が発表
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認
定
こ
ど
も
園 

幼
稚
部

体
験
を
通
し
て
学
ぶ
　社
会
科
見
学

　
小
学
部
で
は
、
秋
に
各
学
年
で
社
会
科
見
学

に
出
か
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
い

く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

公
園
で
働
く
人
に
つ
い
て
知
ろ
う

（
１
年
生
）

　
１
年
生
は
相
模
原
市
立
麻
溝
公
園
の
見
学

で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
施
設
内
の
ど
こ
を

ど
の
順
番
で
ま
わ
る
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
す

る
か
と
い
っ
た
こ
と
を
事
前
に
班
ご
と
に
計

画
し
て
臨
み
ま
し
た
。

　
動
物
広
場
で
は
、
モ
ル
モ
ッ
ト
や
ひ
つ
じ
、

や
ぎ
、
う
さ
ぎ
と
の
ふ
れ
あ
い
を
し
ま
し
た
。

学
校
で
モ
ル
モ
ッ
ト
や
ヤ
ギ
の
バ
ニ
ラ
に
エ

サ
を
あ
げ
た
り
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。

や
さ
し
く
な
で
た
り
、
エ
サ
を
あ
げ
た
り
し

て
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
子
ど
も
広
場
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
で
は
、
全
力
で
遊
び
に
没
頭
す
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
雲
一
つ
な
い
晴
天
だ

っ
た
の
で
、
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
か
ら
は
、
景

色
が
素
晴
ら
し
く
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

　
午
後
は
、
公
園
の
管
理
事
務
所
の
方
に
公

小
学
部

西澤之助と『女鑑』
　本学の母体となる日本女学校創立者の西澤之助は、本学設立前から国光社という出版会社を経営
していて、教科書や雑誌を発行していました。国光社が発行していた『女鑑』は女子教育に関する雑誌
として、明治24年から明治42年までの長い間、発刊されていた記録が残っています。広告のページに
は、宝石や化粧品、呉服店などがあり、高級雑誌であったことがわかります。執筆者としては、跡見花
蹊、板垣退助、大隈重信、勝海舟、幸田露伴、渋沢栄一、津田梅子、成瀬仁蔵、新渡戸稲造など当時
の著名人がおり、明治から昭和初期に活躍した竹久夢二の口絵もあります。これらの執筆者からも『女
鑑』は、世の中から注目されていた雑誌であったということがわかります。国光社のさまざまな発行物
からも西澤之助の女子教育に対する強い意志が感じられ、本学設立へとつながった情熱を感じさせま
す。本学の附属図書館には、『女鑑』の復刻版が保存されています。

2025年、相模女子大学は創立125周年を迎えます。

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
幼
稚
部
で
は
、
12
月
13
日（
火
）、
12
月
15

日（
木
）、
12
月
16
日（
金
）の
3
日
間
に
分
け

て
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
数
日
前
か
ら
サ
ン
タ
さ
ん
へ
の
お
手
紙
ボ

ッ
ク
ス
が
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
設
置
さ
れ
、
期

待
に
満
ち
た
笑
顔
で
サ
ン
タ
さ
ん
に
質
問
や

お
願
い
事
を
書
き
投
函
す
る
子
ど
も
た
ち
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

の
小
さ
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
保
育
者
と

一
緒
に
飾
り
付
け
た
り
、
日
々
の
遊
び
の
中

で
ク
リ
ス
マ
ス
の
製
作
を
行
う
子
ど
も
が
い

た
り
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
ま
で
の
期
間
を
楽

し
み
な
が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。

5 歳児さくら組クリスマス会 0 歳児ひまわり組クリスマス会

アスレチックを楽しむ１年生

公園で働く人からしっかり学びました

園
の
お
仕
事
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
気
持
ち
を
切
り
替
え
、
お
話
を
聞
き
、

し
っ
か
り
と
メ
モ
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
働
い
て
い
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に
掃
除
を
し
て
い
る
の
か
、
お
花

の
管
理
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
質
問
に
た
く
さ
ん
答
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
学
校
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
の
生
活
を

支
え
て
く
だ
さ
る
方
が
い
る
と
い
う
こ
と
を

今
回
の
見
学
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

サワガニ発見！とても楽しかったガイドさんのお話

森
に
入
っ
て
森
の
自
然
と
役
割
に
つ
い
て
学
ぶ

（
４
年
生
）

　
４
年
生
は
森
林
教
室
に
出
か
け
ま
し
た
。

場
所
は
高
尾
の
日
影
沢
キ
ャ
ン
プ
場
。
森
林

の
中
を
ガ
イ
ド
の
方
に
説
明
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
歩
き
ま
す
。
事
前
に
、
学
校
で
天
然

林
と
人
工
林
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が

あ
る
こ
と
を
学
習
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際

に
森
に
入
っ
て
み
る
と
、
違
い
は
歴
然
。
松

や
杉
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
が
ま
っ
す
ぐ

に
空
に
向
か
っ
て
伸
び
、
き
れ
い
に
揃
っ
て

植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

天
然
林
は
木
が
曲
が
っ
て
い
た
り
、
大
き
さ

や
太
さ
も
様
々
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
た
ち

の
目
で
確
か
め
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

　
森
の
中
に
は
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
植
物
が
た
く
さ
ん
。
高
尾
に
は
1
，

3
0
0
種
以
上
の
植
物
、
5
，
0
0
0
種
以

上
の
昆
虫
が
生
息
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
森

の
中
の
虫
や
サ
ワ
ガ
ニ
、
植
物
に
触
れ
た
り
、

に
お
い
を
嗅
い
だ
り
と
五
感
を
使
っ
て
、
2

時
間
た
っ
ぷ
り
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
2
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
森
林
学

習
と
丸
太
切
り
体
験
で
す
。

　
森
林
学
習
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、
森

林
の
働
き
や
森
林
官
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
質
問
が
と
て

も
素
晴
ら
し
く
、
特
に
「
こ
れ
か
ら
の
高
尾

山
を
ど
う
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？
」
と
い

っ
た
働
く
方
の
気
持
ち
に
目
を
向
け
た
質
問

も
で
き
ま
し
た
。

写真：国光社発行『女鑑』

横
浜
「
は
じ
め
て
物
語
」

（
６
年
生
）

　
6
年
生
は
、
横
浜
に
社
会
科
見
学
へ
で
か

け
ま
す
。
横
浜
は
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
に

か
け
て
、
開
国
の
中
心
地
で
あ
り
、
文
明
開

化
が
始
ま
っ
た
場
所
で
す
。
6
年
生
は
、
こ

の
社
会
科
見
学
を
「
横
浜
は
じ
め
て
物
語
」

と
名
付
け
て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
鉄
道
、

電
話
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ガ
ス
灯
・
・
・

そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
横
浜
に
伝
わ
り
、

広
ま
っ
た
か
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は

海
外
と
の
繋
が
り
や
新
し
い
も
の
を
取
り
入

れ
よ
う
と
し
た
先
人
の
努
力
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
横
浜
の
「
は
じ
め
て
」
や
、
海
外
と
の

繋
が
り
を
見
つ
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、

ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
の
も
と
少
人
数
に
分
か

れ
て
、
見
学
し
ま
し
た
。

　
横
浜
公
園
や
日
本
大
通
り
を
作
っ
た
ブ
ラ

ン
ト
ン
の
像
を
背
に
、
吉
田
橋
や
馬
車
道
な

ど
を
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。
途
中
に
は
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
発
祥
の
地
や
、
ガ
ス
灯
も
見

て
回
り
、
当
時
の
苦
労
や
工
夫
を
聞
い
て
、

子
ど
も
た
ち
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

横浜の街は見どころいっぱい

横浜の昔ながらの建物をバックに記念撮影

　
ま
た
、
横
浜
に
古
く
か
ら
残
る
建
造
物
に

つ
い
て
も
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

横
浜
に
は
、
当
時
の
も
の
を
大
切
に
残
し
て

い
る
建
造
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
建
物
が
現
在
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て

い
る
の
か
を
知
っ
た
り
、
実
際
に
入
っ
て
み

た
り
し
な
が
ら
、
約
3
時
間
の
見
学
を
楽
し

み
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
澄
井
）

　
幼
児
ク
ラ
ス
は
、
キ
ャ
ン
ド
ル
と
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
の
明
か
り
が
灯
る
ホ
ー
ル
で
サ

ン
タ
さ
ん
と
の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。
サ

ン
タ
さ
ん
の
登
場
に
胸
を
躍
ら
せ
て
喜
ぶ
子

ど
も
た
ち
。
英
語
で
会
話
を
す
る
サ
ン
タ
さ

ん
に
興
味
津
々
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
は
幻
想
的
な
世
界
観
を
味
わ

う
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
乳
児
ク
ラ

ス
・
も
も
組
は
、
各
保
育
室
に
サ
ン
タ
さ
ん

が
登
場
し
ま
し
た
。
ト
ナ
カ
イ
の
鈴
の
音
が

外
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
と
目
を
輝
か
せ
て
サ

ン
タ
さ
ん
の
姿
を
探
し
、
実
際
に
見
る
サ
ン

タ
さ
ん
の
姿
に
少
し
驚
き
も
感
じ
な
が
ら
楽

し
ん
だ
素
敵
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。（

栂
安
）
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認
定
こ
ど
も
園 

幼
稚
部

体
験
を
通
し
て
学
ぶ
　社
会
科
見
学

　
小
学
部
で
は
、
秋
に
各
学
年
で
社
会
科
見
学

に
出
か
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
い

く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

公
園
で
働
く
人
に
つ
い
て
知
ろ
う

（
１
年
生
）

　
１
年
生
は
相
模
原
市
立
麻
溝
公
園
の
見
学

で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
施
設
内
の
ど
こ
を

ど
の
順
番
で
ま
わ
る
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
す

る
か
と
い
っ
た
こ
と
を
事
前
に
班
ご
と
に
計

画
し
て
臨
み
ま
し
た
。

　
動
物
広
場
で
は
、
モ
ル
モ
ッ
ト
や
ひ
つ
じ
、

や
ぎ
、
う
さ
ぎ
と
の
ふ
れ
あ
い
を
し
ま
し
た
。

学
校
で
モ
ル
モ
ッ
ト
や
ヤ
ギ
の
バ
ニ
ラ
に
エ

サ
を
あ
げ
た
り
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。

や
さ
し
く
な
で
た
り
、
エ
サ
を
あ
げ
た
り
し

て
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
子
ど
も
広
場
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
で
は
、
全
力
で
遊
び
に
没
頭
す
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
雲
一
つ
な
い
晴
天
だ

っ
た
の
で
、
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
か
ら
は
、
景

色
が
素
晴
ら
し
く
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

　
午
後
は
、
公
園
の
管
理
事
務
所
の
方
に
公

小
学
部

西澤之助と『女鑑』
　本学の母体となる日本女学校創立者の西澤之助は、本学設立前から国光社という出版会社を経営
していて、教科書や雑誌を発行していました。国光社が発行していた『女鑑』は女子教育に関する雑誌
として、明治24年から明治42年までの長い間、発刊されていた記録が残っています。広告のページに
は、宝石や化粧品、呉服店などがあり、高級雑誌であったことがわかります。執筆者としては、跡見花
蹊、板垣退助、大隈重信、勝海舟、幸田露伴、渋沢栄一、津田梅子、成瀬仁蔵、新渡戸稲造など当時
の著名人がおり、明治から昭和初期に活躍した竹久夢二の口絵もあります。これらの執筆者からも『女
鑑』は、世の中から注目されていた雑誌であったということがわかります。国光社のさまざまな発行物
からも西澤之助の女子教育に対する強い意志が感じられ、本学設立へとつながった情熱を感じさせま
す。本学の附属図書館には、『女鑑』の復刻版が保存されています。

2025年、相模女子大学は創立125周年を迎えます。

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
幼
稚
部
で
は
、
12
月
13
日（
火
）、
12
月
15

日（
木
）、
12
月
16
日（
金
）の
3
日
間
に
分
け

て
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
数
日
前
か
ら
サ
ン
タ
さ
ん
へ
の
お
手
紙
ボ

ッ
ク
ス
が
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
設
置
さ
れ
、
期

待
に
満
ち
た
笑
顔
で
サ
ン
タ
さ
ん
に
質
問
や

お
願
い
事
を
書
き
投
函
す
る
子
ど
も
た
ち
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

の
小
さ
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
保
育
者
と

一
緒
に
飾
り
付
け
た
り
、
日
々
の
遊
び
の
中

で
ク
リ
ス
マ
ス
の
製
作
を
行
う
子
ど
も
が
い

た
り
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
ま
で
の
期
間
を
楽

し
み
な
が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。

5 歳児さくら組クリスマス会 0 歳児ひまわり組クリスマス会

アスレチックを楽しむ１年生

公園で働く人からしっかり学びました

園
の
お
仕
事
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
気
持
ち
を
切
り
替
え
、
お
話
を
聞
き
、

し
っ
か
り
と
メ
モ
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
働
い
て
い
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に
掃
除
を
し
て
い
る
の
か
、
お
花

の
管
理
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
質
問
に
た
く
さ
ん
答
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
学
校
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
の
生
活
を

支
え
て
く
だ
さ
る
方
が
い
る
と
い
う
こ
と
を

今
回
の
見
学
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

サワガニ発見！とても楽しかったガイドさんのお話

森
に
入
っ
て
森
の
自
然
と
役
割
に
つ
い
て
学
ぶ

（
４
年
生
）

　
４
年
生
は
森
林
教
室
に
出
か
け
ま
し
た
。

場
所
は
高
尾
の
日
影
沢
キ
ャ
ン
プ
場
。
森
林

の
中
を
ガ
イ
ド
の
方
に
説
明
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
歩
き
ま
す
。
事
前
に
、
学
校
で
天
然

林
と
人
工
林
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が

あ
る
こ
と
を
学
習
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際

に
森
に
入
っ
て
み
る
と
、
違
い
は
歴
然
。
松

や
杉
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
が
ま
っ
す
ぐ

に
空
に
向
か
っ
て
伸
び
、
き
れ
い
に
揃
っ
て

植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

天
然
林
は
木
が
曲
が
っ
て
い
た
り
、
大
き
さ

や
太
さ
も
様
々
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
た
ち

の
目
で
確
か
め
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

　
森
の
中
に
は
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
植
物
が
た
く
さ
ん
。
高
尾
に
は
1
，

3
0
0
種
以
上
の
植
物
、
5
，
0
0
0
種
以

上
の
昆
虫
が
生
息
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
森

の
中
の
虫
や
サ
ワ
ガ
ニ
、
植
物
に
触
れ
た
り
、

に
お
い
を
嗅
い
だ
り
と
五
感
を
使
っ
て
、
2

時
間
た
っ
ぷ
り
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
2
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
森
林
学

習
と
丸
太
切
り
体
験
で
す
。

　
森
林
学
習
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、
森

林
の
働
き
や
森
林
官
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
質
問
が
と
て

も
素
晴
ら
し
く
、
特
に
「
こ
れ
か
ら
の
高
尾

山
を
ど
う
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？
」
と
い

っ
た
働
く
方
の
気
持
ち
に
目
を
向
け
た
質
問

も
で
き
ま
し
た
。

写真：国光社発行『女鑑』

横
浜
「
は
じ
め
て
物
語
」

（
６
年
生
）

　
6
年
生
は
、
横
浜
に
社
会
科
見
学
へ
で
か

け
ま
す
。
横
浜
は
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
に

か
け
て
、
開
国
の
中
心
地
で
あ
り
、
文
明
開

化
が
始
ま
っ
た
場
所
で
す
。
6
年
生
は
、
こ

の
社
会
科
見
学
を
「
横
浜
は
じ
め
て
物
語
」

と
名
付
け
て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
鉄
道
、

電
話
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ガ
ス
灯
・
・
・

そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
横
浜
に
伝
わ
り
、

広
ま
っ
た
か
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は

海
外
と
の
繋
が
り
や
新
し
い
も
の
を
取
り
入

れ
よ
う
と
し
た
先
人
の
努
力
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
横
浜
の
「
は
じ
め
て
」
や
、
海
外
と
の

繋
が
り
を
見
つ
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、

ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
の
も
と
少
人
数
に
分
か

れ
て
、
見
学
し
ま
し
た
。

　
横
浜
公
園
や
日
本
大
通
り
を
作
っ
た
ブ
ラ

ン
ト
ン
の
像
を
背
に
、
吉
田
橋
や
馬
車
道
な

ど
を
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。
途
中
に
は
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
発
祥
の
地
や
、
ガ
ス
灯
も
見

て
回
り
、
当
時
の
苦
労
や
工
夫
を
聞
い
て
、

子
ど
も
た
ち
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

横浜の街は見どころいっぱい

横浜の昔ながらの建物をバックに記念撮影

　
ま
た
、
横
浜
に
古
く
か
ら
残
る
建
造
物
に

つ
い
て
も
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

横
浜
に
は
、
当
時
の
も
の
を
大
切
に
残
し
て

い
る
建
造
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
建
物
が
現
在
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て

い
る
の
か
を
知
っ
た
り
、
実
際
に
入
っ
て
み

た
り
し
な
が
ら
、
約
3
時
間
の
見
学
を
楽
し

み
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
澄
井
）

　
幼
児
ク
ラ
ス
は
、
キ
ャ
ン
ド
ル
と
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
の
明
か
り
が
灯
る
ホ
ー
ル
で
サ

ン
タ
さ
ん
と
の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。
サ

ン
タ
さ
ん
の
登
場
に
胸
を
躍
ら
せ
て
喜
ぶ
子

ど
も
た
ち
。
英
語
で
会
話
を
す
る
サ
ン
タ
さ

ん
に
興
味
津
々
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
は
幻
想
的
な
世
界
観
を
味
わ

う
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
乳
児
ク
ラ

ス
・
も
も
組
は
、
各
保
育
室
に
サ
ン
タ
さ
ん

が
登
場
し
ま
し
た
。
ト
ナ
カ
イ
の
鈴
の
音
が

外
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
と
目
を
輝
か
せ
て
サ

ン
タ
さ
ん
の
姿
を
探
し
、
実
際
に
見
る
サ
ン

タ
さ
ん
の
姿
に
少
し
驚
き
も
感
じ
な
が
ら
楽

し
ん
だ
素
敵
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。（

栂
安
）
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「マーガレット募金」を以下のとおり実施させていただいております。
ご支援いただきました皆様に対し、心より御礼申し上げます。
今後ともご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　マーガレット募金委員会委員長　竹下　昌之

ご寄付のお願いとお申込方法について

募金内容

皆様からいただきましたご支援は、ご指定の使い道に従って有効に活用させていただいております。

マーガレット募金

お申込方法
（個人の場合）

❶ お振込（郵便局または銀行窓口）　　　❷ 郵送（現金書留）またはご持参　　　❸ 自動振替での継続
詳細につきましては、大学ホームページ（https://www.sagami-wu.ac.jp/）をご覧いただくか、下記事務局までお問い合せください。
●マーガレット募金　お問合せ先　学校法人相模女子大学 学園事務部　経理課
〒252-0383 神奈川県相模原市南区文京2-1-1　TEL:042-747-9558 FAX:042-749-6500　E-mail:bokin@mail2.sagami-wu.ac.jp
●その他奨学寄付金等のご寄付に関するお問合せ先
　相模女子大学・相模女子大学短期大学部　大学事務部　学術研究支援課 TEL:042-747-9570 FAX:042-743-4916

  令和 4 年 3 月末現在 令和 4 年 12 月末現在

マーガレット募金額 60,429,773 円 68,121,960 円

本学園の継続的な発展を目的とし、平成20年度に開設いたしました。
使途について、「学習活動支援」「キャンパス整備」「教育・研究活動支援」よりご支援先を指定いただくことができ、また、
「目的を指定しないご寄付」もお受けしております。
この中でも「学習活動支援」については、「大学・短期大学部」「中学部・高等部」「小学部」「幼稚部」と支援対象をより細かく
指定することができます。
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　相模女子大学を卒業後の昭和61年4月から、茨城県の教員として
勤務し、この3月に定年を迎えます。37年という教員生活も、今となっ
ては、短く感じられます。
　「中学校国語」で教員採用試験を受験したはずが、配属されたの
は、小学校でした。教育学部出身ではないので、勉強の毎日でした。先
輩方の教室を見て掲示物を作ったり、授業の進め方等、いろいろなこと
を教えていただいたりしながら、毎日をやっとの思いで、過ごしていまし
た。また、同時期に大学の通信課程で小学校教諭の免許を取得しまし
た。忙しくて無我夢中の毎日でしたが、それでも頑張れたのは、未熟な
私を「先生！」と呼んで慕ってくれる子ども達の笑顔のお陰です。
　毎日勉強の小学校勤務は、3年間だけで、平成元年から27年まで
は、中学校に勤務しました。30代前半までは、専門の国語だけではな
く、社会・音楽・家庭と、免許外の教科も担当しました。また、吹奏楽
部の顧問として、コンクールで指揮をするという経験もさせていただ
きました。「新しいことに挑戦して、学び続ける」ということを、実感
した時期です。同時に、この時期は、結婚・2人の息子の子育てと私生
活の面でも、忙しく過ごしていました。１日24時間では足りない位で、
１日30時間あればいいのに…、と思っていた時期です。慌ただしい毎
日を送っていましたが、不思議と仕事を辛いとかやめたいと思ったこ
とは、一度もありません。生徒と過ごす時間、生徒の向けてくれる笑
顔が、私の仕事の原動力となっていたと思います。「生涯一担任」と思

っていた時期です。
　そんな私が、お世話になっていた校長先生から、管理職を目指して
みないかというお言葉をいただきました。そして、平成28年からは、
小学校の管理職として勤務させていただいています。
　小学校の教頭・校長として勤務する7年間は、教諭時代とは違うも
のがありました。特に、校長となってからは、「子どもをかわいい」と
いう情熱だけでは、だめだということも感じました。学校経営を任さ
れる責任、子どもを育てるのと同時に、教職員をも育てていかなけれ
ばならないことも痛感しました。管理職として、判断を迫られる時は、
孤独だということも味わいました。特に、コロナ禍の現在は、学校行
事を始め、校長が判断しなければならないことがたくさんあります。
そんな時は教職員の声に耳を傾け、子ども達にとって、「今できる最善
なもの」を基準に考えるようにしています。
　還暦を迎えた今、学園で友達と共に過ごした日々が、懐かしく思い
出されます。ゼミで学んだこと、銀杏並木を歩いたこと、寮生活…。そ
の一つ一つが大切な思い出です。
 学園に在籍されている皆さんには、様々な可能性があります。素晴ら
しい未来があります。自信をもって、前へ突き進んでください。今、友達
と過ごす時間は、この後の人生の中で宝物となるはずです。また、今学
んでいることは、必ず社会に出て役立つはずです。学びを止めずに、学
園生活を謳歌してください。皆さんのご活躍をお祈りしています。

還暦を迎えて
蛯原啓子　茨城県公立小学校　校長

（昭和 61 年学芸学部国文学科卒）

令和4年度第3学期始業式 学校長式辞


